
も
く
じ

平成25年 3 月末の財政状況……… 2　意見募集・意見公募の実施結果……… 4　かろやか体操学習会…… 5
住宅用太陽光発電システム・住宅改良促進特別融資……… 6　狂犬病予防注射……… 7　東奔西走……… 8
地域おこし協力隊………10　防災メモ・仲間たち………11　くらしのガイド………12　相談………………15
子育て・健康…………16　おでかけナビ…………18　のぼりべつの星・新着図書・不用品ダイヤル市……24
地域だより……………25　議会だより『でぃすかす』……………26　となりまちホットライン……………32

　 4月18日㈭、若草小学校で『こけしの絵付け
教室』（市主催）が行われました。
　この教室は、登別市の姉妹都市で、こけし作
りが盛んな宮城県白石市の文化に理解を深めよ
うと、小学校持ち回りで毎年開催されています。
　参加した 6年生60人は、真剣なまなざしで、
こけしの原木に水彩絵の具で思い思いに顔や着
物などを描いていました。

上手に描けるかな
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　市は、皆さんに市の財政状況への理解を深めていただくため、予算や決算に関する公表のほか、予算の執行状
況など、財政状況の公表を年 2回行っています。
　今号では、平成25年 3 月31日現在の一般会計の収入と支出の状況、特別会計の状況、市債（借金）の残高、財
産の状況、一時借入金の状況をお知らせします。
※金額や数値は、平成25年 4 ・ 5 月の出納整理期間で変動することがあります。
※金額や数値は、単位未満を四捨五入して表記しているため、合計値などが合致しないことがあります。

　一般会計は、市税や国からの地方交付税などの収入により、福祉や教育の充実などさまざまな事業を行います。
　予算額には前年度からの繰越額を含みます。

　特別会計は、特定の目的のために納められた収入（保険料や使用料など）により、特定の事業（国民健康保険や
公共下水道事業など）を行います。
　予算額には前年度からの繰越額を含みます。

平成25年３月末の財政状況をお知らせします
問い合わせ　財政グループ（☎85１３３１）

一般会計予算の執行状況一般会計予算の執行状況

収入 支出

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況

■市税　市民税や固定資産税、軽自動車税など
■地方交付税　人口などに応じて国から交付されるお金
■国・道支出金　特定の事業に国や道から交付されるお金
■市債　市の借金

■民生費　医療や福祉などに使うお金
■衛生費　健康増進やごみ処理などに使うお金
■土木費　道路や公園などの建設や維持に使うお金
■公債費　借金を返済するためのお金
■給与費　職員に給料や退職金を支払うためのお金

予算額 209億4,639万円
収入額 175億4,574万円
収入率（収入額／予算額） 83.8％
市民１人当たりの収入額 34万4,135円〔市民１人が負担する市税 9万4,583円〕

予算額 209億4,639万円
支出額 159億3,189万円
執行率（支出額／予算額） 76.1％
〔市民１人当たりの支出額 31万2,482円〕

区　　分 予算額
収　入 支　出

収入額 収入率
（収入額/予算額） 支出額 執行率

（支出額/予算額）

国民健康保険特別会計 67億4,530万円 53億9,118万円 79.9％ 60億8,510万円 90.2％
学校給食事業特別会計 3億6,170万円 2億1,777万円 60.2％ 3億3,096万円 91.5％
公共下水道事業特別会計 28億4,653万円 9億4,211万円 33.1％ 22億7,303万円 79.9％
簡易水道事業特別会計 3,740万円 1,381万円 36.9％ 3,383万円 90.5％
介護保険特別会計 31億9,466万円 25億5,791万円 80.1％ 27億9,856万円 87.6％
カルルス温泉スキー場事業特別会計 1億1,580万円 6,873万円 59.4％ 1億  479万円 90.5％
後期高齢者医療特別会計 6億6,109万円 5億1,780万円 78.3％ 6億5,516万円 99.1％
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　市の収入のうち、市税は、市民の皆さんから納められる安定的な収入で、財政運営を行う上では、収入に占める市
税の割合が高いことが望ましいとされていますが、登別市は、市税の割合が他の自治体に比べて低く、逆に国から交
付される地方交付税の占める割合が高くなっています。
　特に、近年では、人口減少と景気低迷の影響などにより、市税は徐々に減少している状態にあり、反面、地方交付
税への依存度が高くなっています。
　また、支出のうち、公債費や給与費は必ず支払わなければならないお金です。
　その他の経費についても、法律などで支払いが義務付けられたものが多くを占めているため、市は、新たな事業に
なかなか取り組めない状況にあります。

　市は、特定の事業に使ったり、もしものときの備えとするた
め、基金（貯金）を積み立てています。
　このうち、もしものときに自由に使える基金（財源調整用基
金）は、年々減少しており、平成24年度には、過去10年間で最
大だった平成18年度に比べて約 5億円減少しました。
　市の収入の多くを占める地方交付税は、国の財政状況などに
よる増減が大きく、過去にも、『三位一体の改革』のときには、
交付額が大きく減少しました。
　そのとき、市は厳しい財政運営を強いられましたので、そう
した事態に備え、これら基金はできる限り多く保有しなければ
なりません。

　健全な財政運営を行うためには、歳入の面では、国の動向などに左右されない安定的な収入を増やすことと、もし
ものときに自由に使える基金（貯金）を常に一定程度確保しておくこと、歳出の面では、既存事業の必要性を不断に
検証することと、中期的な財政の見通しを踏まえて、計画的な事業実施に努めることが重要です。
　このため、市は、今後も、行財政改革実施プランに基づき、歳入確保の取り組みや事務事業の見直しを進めつつ、
中期財政見通しを踏まえて、計画的な事業の実施に努めていきます。

歳入総額と歳入構成の推移 歳出総額と性質構成の推移

財源調整用基金残高の推移

◎今後の運営

◎基金の動向

◎歳入と歳出の動向

市の財政動向と今後の運営市の財政動向と今後の運営
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区　　分 金額・面積
土　　地 638.2万平方㍍
建　　物 29.1万平方㍍

基金など 現　金 34億9,793万円
土　地 11.0万平方㍍

出資金・
債権など

出資金等（現金） 1億1,993万円
出資金等（土地） 6.4万平方㍍
債　権 5億277万円
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皆さんの意見を募集します
～登別市中小企業振興基本条例（案）の概要～

●案件の概要・目的　
地域経済の疲弊状況を改善し、市民生活の向上と地域の
活性化を図るため、市と市民、中小企業者などの三者が
協働して地域経済の健全発展と中小企業の基盤強化を促
進する上で必要となる『基本理念』『三者の責務（役
割）』『協議会』などを定める条例です

●募集期間　 5月１日㈬～31日㈮
● 資料閲覧場所　市役所１階市民コーナーや各支所、市民
会館、市立図書館、市民活動センター、議会事務局に備
え付けるほか、市・議会ホームページにも掲載します

● 意見の提出方法　各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任
意の用紙に①案件名②住所③氏名④電話番号⑤意見を記
入し、議会事務局へ郵送またはＥメール、ファクスで提
出するか、備え付けの意見箱に投函してください
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
● 意見に対する回答　寄せられた意見に対する市議会観
光・経済委員会の考え方を市・議会ホームページに掲載
するほか、各資料閲覧場所に閲覧用ファイルを備え付け
ます
※意見を提出された方に対して個別の回答は行いません。

意見公募の実施結果を公表します

問い合わせ　議会事務局
（☎859220、思850018、〒059‒8701 中央町 6丁目11、Eメール gikai@city.noboribetsu.lg.jp）

第２次登別市子ども読書活動推進計画第２次登別市子ども読書活動推進計画
 問い合わせ　市立図書館（☎85４３２４） 問い合わせ　市立図書館（☎85４３２４）

第２期登別市国民健康保険特定健康診査等実施計画（素案）第２期登別市国民健康保険特定健康診査等実施計画（素案）
 問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１） 問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１）

　『第 2次登別市子ども読書活動推進計画』について、平成24年11月１日から30日まで、意見公募（パブリックコメン
ト）制度に基づき意見を募集したところ、１件の意見が寄せられました。
　寄せられた意見とそれに対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、市役所１階市民コーナーや各支所、
市民会館、市立図書館、市民活動センターで公表しています。
　なお、計画の成案は、市ホームページで公表するほか、冊子を市役所や各支所などに備え置きます。

　『第 2期登別市国民健康保険特定健康診査等実施計画（素案）』について、 3月１日から31日まで、意見公募（パブ
リックコメント）制度に基づき意見を公募したところ、 3件の意見が寄せられました。
　寄せられた意見とそれに対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、市役所１階市民コーナーや各支所、
市民会館、市立図書館、市民活動センターで公表しています。
　なお、計画の成案は、市ホームページで公表するほか、冊子を市役所や各支所などに備え置く予定です。

意見の概要 市の考え方
　電子書籍や情報端末の活用に関する計
画を盛り込むべきではないか。

　本計画は、『子どもの読書活動の推進に関する法律』に基づき策定するもので、
この法律は今日のインターネットやコンピュータゲーム等の普及により、幼児期か
らの読書習慣の未形成と子どもの読書離れを背景に制定されたものです。
　このため、読み聞かせなどにより子どもの本に親しむ態度を育成し、自主的な読
書活動と読書習慣の形成を図ることを目的としていますが、今日の急速な電子書籍
の普及から、電子書籍など新しいデジタル図書媒体の動向に注意し、調査・研究を
進めます。

意見の概要 市の考え方
　表題の制定月を示すべきではないか。 　平成25年 6 月に本計画を成案として公表する予定ですが、現段階では予定である

ため空欄としています。

　市内の医療機関に業務を委託し、日曜・
祝日や夜間の健診実施を検討すべきでは
ないか。
　予防的医療を推進させ、病の重篤化や
保険費増大にならないよう計画に盛り込
むべきではないか。

　国保加入者の健康診断等については、年度当初に対象となる方に案内文を送付し
て周知の上、特定健康診査として実施しており、一部の医療機関では夕方に受診す
ることも可能です。身近な公共施設で実施する集団健診（千円ドック）は、土・日
曜日にも実施しています。
　予防的な事業は大変重要で、病の重篤化や保険費増大にならないよう、今後も関
係医療機関の協力を得て、だれもが受診しやすい健診体制を維持するよう努めます。

　室蘭医師会ではなく、市内の医療機関
に業務委託すべきではないか。
　病気の予防、早期発見や健康指導など
の啓もう活動が重要で、市民の健康を前
提に政策を進めるべきではないか。

　健診業務は、室蘭市医師会を通じて登別市と室蘭市内の医療機関44か所（平成24
年度）に委託しており、登別市内においては13か所（平成24年度）の医療機関で特
定健康診査やがん検診の受診ができます。
　病気を予防するため、特定保健指導は、保健師または管理栄養士が生活習慣改善
に向け助言し、支援をしています。今後も保健指導を充実するよう努めます。
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脳活性化の指体操 かろやか体操指導体験

レクリエーション

リズム体操

かろやか体操学習会に参加しませんか
（かろやか体操指導者養成教室）

【場所・月日】
①市 民 会 館： 6月 4日㈫・ 6月 7日㈮
②鷲別公民館： 7月 2日㈫・ 7月 3日㈬
③婦人センター：10月 2 日㈬・10月 4 日㈮
※ 2 日間コースですが、一日のみの参加も可能
です。
※開催日前日までにお申し込みください。

椅子に座っての体操が中心です。
サロンなどで簡単に実践できるよう、解説
付き体操マニュアルをお渡しします。

★解説付き★解説付き
　体操マニュアル　体操マニュアル

かろやか体操、タオル体操、リズム体操、
脳活性化の指体操、ボール体操のマニュ
アルがあります。

申し込み　高齢・介護グループ（☎85５７２０）

本年度75歳になる方へ 基本チェックリスト調査基本チェックリスト調査をを実施実施しますします
日常生活に必要な心身機能の低下を早期に発見し、介護が必要となる状態を予防するため、基本チェックリ
スト（生活についての質問票）調査を実施します。

対　象対　象 調査方法調査方法
・時期・時期

本年度75歳になる方で、要介護・
要支援認定を受けていない方

4月末に調査票を郵送します。 5・ 6月に調
査員が訪問し調査票を回収します。

問い合わせ　高齢・介護グループ（☎85５７２０）

皆さんで楽しく手軽にできる体操です。
指先を動かすことで、脳の血流が増加し、脳が活性化
します。

指
体
操
の
一
例

②左⇔右
指先をあわせて

左側 ⇔

親指グルグル

右側

①指回し

親指と小指を
交互に出します。

全部の指を順番に。
薬指が難しい！

曲に合わせて、楽しく体を
動かします。 3種類のリズ
ム体操があります。

新聞紙やチラシなど、身近にある物を使って、簡単に
できるレクリエーションを紹介します。

【時　間】10時～12時
【対　象】市内在住の介護予防に関心のある方
　　　　　（年齢は問いません）
【定　員】各50人（申込順）
【持ち物】タオル、飲み物

※動きやすい服装と靴でお越しください。

認知症予防に
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住宅用太陽光発電システム
設置補助金をご利用ください

　市では、太陽光発電など再生可能エネルギーの普及を促進するため、平成25年 4 月から「住宅改良促進特
別融資（新エネルギー関連改良）」の利率を引き下げました。
　住宅用太陽光発電システム設置補助金と併用することができますので、ぜひご利用ください。

━━━━━━  住宅改良促進特別融資をご利用ください  住宅改良促進特別融資をご利用ください ━━━━━━
新エネルギー関連改良 金利 年1.20％（固定）

問い合わせ
商工労政グループ（☎85２１７１）

●対象　次の全てに当てはまる方
•本人または家族が所有する住宅であること
•20歳以上の方で市内に住所を有すること
•市税を滞納していないこと
•安定した収入があること
• 市内に本店や支店のある建設業者などにより工事
すること
• 取扱金融機関が指定する保証の措置を講じられる
こと
※詳しくは金融機関にお問い合わせください。
● 限度額　300万円（住宅用太陽光発電システム設
置補助金の交付を受ける場合の融資限度額は、工
事見積額から対象システム設置に伴う国や市の補
助金額を控除した額と300万円を比較して低い額）
●保証措置や保証料　金融機関の定めによる
●担保　原則無担保
●融資期間　10年以内
●償還方法　元利均等月賦返済
※ボーナスの併用もできます。
● 申込方法　登別・室蘭市内の室蘭信用金庫、北海
道銀行、伊達信用金庫、北洋銀行、北海道労働金
庫で受け付け

住宅のバリアフリー改良 金利 年1.75％（固定）

既存住宅の増改築や改修 金利 年1.95％（固定）

• 太陽光発電設備（太陽電池を利用して電気を発生させる
設備）

•風力発電設備（風力を発電に利用する設備）
• 太陽熱利用設備（太陽熱を給湯や暖房、冷房などの用途
に利用する設備）

• 雪氷冷熱利用設備（雪や氷の冷熱を冷蔵や冷房などの用
途に利用する設備）
※雪や氷は、冷凍器を用いて生産したものを除く。

• 燃料電池（燃料電池を利用して電気を発生させる設備）
など

•床の段差解消　　　•出入り口や廊下の幅員確保
•手すりの設置　　　•浴室や洗面所の改修工事　など

•住宅の増築
• 住宅の全部・一部建て替え
•屋根の葺き替え
•内・外装の張り替え
•塗装

•浴室の改修
•その他住宅本体の修繕
•住宅設備の取り換え
•植樹・造園工事　
 など

補助対象
　●太陽電池モジュール●架台●インバーター
　●保護装置●接続箱●直流側開閉器
　●配線・配線器具の購入・据え付け
　●設置工事に係る費用
　●交流側開閉器
補助額
　１キロワット当たり
　48,000円（上限 4キロワット）

◆ 市内に住所を有する方、または事業完了報告書の
提出時までに住所を有する見込みの方

◆ 平成25年 4 月 1 日以降にＪ－ＰＥＣの『住宅用太
陽光発電導入支援対策に係る補助金』の申し込み
を行い、『補助金申込受理決定通知書』を受領し
た方

◆ 自ら居住（予定）する市内の住宅に、『市内事業
者等』を利用して、新たに同システムを購入およ
び設置する方。または同システムが設置された市
内の住宅を、自ら居住するために『市内事業者等』
から新たに購入する方

◆ 平成26年 3 月14日㈮までに同システムを設置し、
『事業完了報告書』を提出できる方

◆市税の滞納がない方
※ 『市内事業者等』は、市内に本社や支社などがある法
人や、市内で営業する個人事業者を表します。

●問い合わせ　商工労政グループ（☎85２１７１）

次の全てに当てはまる方が対象です

▼受付期間　平成25年 5 月 1 日㈬～平成26年 1 月15日㈬

▼  申請方法　商工労政グループ備え付けまたは市ホーム
ページ掲載の申請書に必要事項を記入し、書類を添付
の上、商工労政グループに持参してください

※添付書類は募集要項や市ホームページをご覧ください。
※受け付けは申込順で、予算を超える時点で終了します。

　市は、市内関連産業の振興と再生可能エネル
ギーの普及促進のため、『住宅用太陽光発電シ
ステム』を設置する方に補助金を交付します。

広報のぼりべつ2013年5月号 6
住宅用太陽光発電システム　
設置補助金をご利用ください



かわいい愛犬のために毎年１回必ず受けさせましょう

狂犬病予防注射狂犬病予防注射をを行います行います

▼料金　１頭につき3,040円（注射料金2,490円、注射済票交付手数料550円）
　　　　※新規登録の受け付けも併せて行います（登録手数料3,000円）。

実施時間 実施地区 実施場所 実施時間 実施地区 実施場所

5
月
18
日
㈯

8：45～ 9：00 登別東町 2丁目 登別公民館前

5
月
18
日
㈯

9：15～ 9：25 登別東町 3丁目 婦人センター駐車場
9：20～ 9：35 登別本町 1丁目 登別中学校職員玄関前 9：40～ 9：50 登別東町 4丁目 東町運動公園広場向かい空き地
9：50～10：05 登別本町 2丁目 旧道コン住宅前 10：05～10：15 登別本町 3丁目 登別小学校敷地前
10：35～10：50 千歳町 4丁目 コープタウン　つくし公園前 10：40～10：50 富浦町 富浦会館前
11：15～11：30 幌別町 3丁目 鉄南ふれあいセンター前 11：15～11：25 幸町 5丁目 滝田商店裏（佐藤善作様宅横）
13：00～13：15 桜木町 4丁目 桜木団地駐車場 13：30～13：40 富士町 3丁目 ちびっ子広場前
13：40～13：55 片倉町 4丁目 片倉町 4丁目公園前 13：55～14：05 中央町 3丁目 中央公園前
14：10～14：25 片倉町 6丁目 しんた21駐車場 14：20～14：30 富士町 7丁目 老人福祉センター前
14：45～15：00 柏木町 1丁目 柏木団地 9号棟前駐車場 14：50～15：00 常盤町 2丁目 常盤児童館前
15：15～15：30 柏木町 4丁目 柏葉団地 5号棟前駐車場 15：15～15：25 千歳町 3丁目 幌別中学校前

5
月
19
日
㈰

8：45～ 9：00 桜木町１丁目 登別交番横空き地

5
月
19
日
㈰

10：00～10：10 若草町 3丁目 若草１号公園前
9：30～ 9：45 鷲別町 3丁目 鷲別公民館前 10：25～10：35 若草町 2丁目 さわやか公園前
10：00～10：15 栄町１丁目 楡の木公園前 10：55～11：05 若草町 4丁目 のびのび公園前
10：30～10：45 栄町 4丁目 富浜広場前 11：20～11：30 新生町 5丁目 希望の家前
11：15～11：30 若山町 3丁目 汐平団地汐平広場前 13：30～13：40 新生町 4丁目 なかよし公園前
13：00～13：15 富岸町 2丁目 富岸青少年会館前 13：55～14：05 新生町 2丁目 わらべ公園前
13：40～13：55 若草町 5丁目 優和園前 14：20～14：30 新生町１丁目 ことぶき公園前
14：25～14：40 若山町 2丁目 あかしや遊園地前 14：50～15：00 美園町 3丁目 光和園前
15：00～15：15 中央町 6丁目 市役所前 15：15～15：25 美園町 6丁目 桜美園前
15：30～15：40 幌別町 7丁目 幌別東小学校駐車場

5月22日㈬　　 9：00～ 9：15 登別温泉町『登別温泉ふれあいセンター駐車場』　 9：35～ 9：50 中登別町『禅林寺駐車場』
　　　　　　　10：10～10：25 中登別町『サンクス中登別店駐車場』　　　　　　11：00～　　　札内地区と来馬地区

5月25日㈯　　13：30～13：40 鷲別町 2丁目『わかば公園前（恵愛病院裏）』　　13：55～14：05 鷲別町 6丁目『鷲六園前』
　　　　　　　14：20～14：30 鷲別町 4丁目『鷲別保育所前』

※注射会場での事故を防ぐため、犬を抑えられる方が連れてきてください。
※狂犬病予防注射は、市内の動物病院で随時受けることができます。
※なお、カルルス町、上登別町、鉱山町にお住まいの方へは別途連絡します。

集合注射日程表集合注射日程表 ※期間中、都合の良い日、場所にお越しください。

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85２９５８）
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4
月
5
日
㈮
、
鷲
別
小
学
校
で
『
新
入
学
児
童
に

対
す
る
交
通
安
全
啓
発
運
動
』
（
市
、
登
別
市
交
通

安
全
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
新
１
年
生
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
啓
発
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
入
学
式
に
合
わ
せ
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
啓
発
運
動
は
鷲
別
小
学
校
で
行
わ
れ
、
約

50
人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
登
校
し
た
児
童
一
人
一
人
に
、
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
や
学
用
品
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
手

渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

新
入
学
児
童
に
対
す
る
交
通
安
全
啓
発
運
動

交
通
事
故
に

気
を
つ
け
て

▲交通安全を呼び掛ける参加者と新１年生・保護者

　

4
月
7
日
㈰
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
横

の
登
別
海
鮮
直
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
で
『
平
成
25
年
登
別
海
鮮
直

市
』
（
登
別
ま
ち
づ
く
り
促
進
期

成
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
登
別
漁
港
で
水
揚

げ
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ン
エ
ビ
と
室
蘭

追
直
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議

会
の
協
力
に
よ
り
、
室
蘭
市
で
水

揚
げ
さ
れ
た
活
ホ
タ
テ
貝
を
販
売
。

漁
の
状
況
に
よ
り
、
ボ
タ
ン
エ
ビ

や
ホ
ッ
キ
貝
な
ど
の
地
元
の
旬
な

海
産
物
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
8
年
目
を
迎
え
る
登
別

海
鮮
直
市
は
、
毎
回
、
開
店
か
ら

約
20
分
で
完
売
す
る
盛
況
ぶ
り
で

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
新
鮮
な
登
別
漁

港
産
海
産
物
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

登
別
海
鮮
直
市
は
、
10
月
27
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日
10
時
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。

※ 
完
売
次
第
終
了
（
し
け
に
よ
り

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

登
別
海
鮮
直
市

（
☎
090

－

9
7
5
0

－

3
4
4

9
・
9
時
〜
17
時
）

  

平
成
平
成
2525
年
登
別
海
鮮
直
市

年
登
別
海
鮮
直
市

登
別
の
新
鮮
な
海
の
幸
は
い
か
が

4
 5

4
 7

い
か
が
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4
月
15
日
㈪
、
登
別
郵
便
局
で
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
『
一
日
行
政
相
談
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
政
相
談
は
、
国
や
特
殊
法
人
（
公
団
・
事

業
団
・
銀
行
・
公
庫
）
、
北
海
道
、
市
の
業
務
に
関

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、
中
立
の
立

場
か
ら
関
係
行
政
機
関
な
ど
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を

行
い
、
そ
の
解
決
の
促
進
、
行
政
の
制
度
・
運
営
の

改
善
を
図
る
た
め
、
偶
数
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
市

内
に
は
、
垣か

き

内う
ち

登と

紀き

子こ

さ
ん
（
☎
85
7
2
4
5
）
と

吉よ
し

田だ

伸し
ん

吾ご

さ
ん
（
☎
85
7
7
7
3
）
の
2
人
が
総
務

大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
行
政
相
談

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

行
政
に
届
け
ま
す

▲市民から相談を受ける垣内さん（左）と吉田さん（中央）

　

4
月
16
日
㈫
、
市
役
所
で
消
防
本
部
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
命
名

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
消
防
職
員
が
ヒ
グ
マ
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
か

ら
制
作
ま
で
を
手
掛
け
た
も
の
で
、
3
月
に
名
前
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
4
歳

か
ら
81
歳
ま
で
の
72
人
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
親
し
み
や
す
さ
や
火
災
予
防
と
の
観
点
で
選
考
し
た
結
果
、
名

前
が
『
ば
ん
平
く
ん
』
に
決
ま
り
、
命
名
者
の
菅す

が

原わ
ら

光み
つ

子こ

さ
ん
（
若
草
町
）
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
、
「
消
防
が
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
番
人
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
応
募
し
ま
し
た
。
『
ば
ん
平
く
ん
』
が
市
民
と
消
防
の
距
離

を
よ
り
縮
め
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

『
ば
ん
平
く
ん
』
は
、
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
な
ど
で
活
躍
す
る
予
定
で
す
。

　

4
月
12
日
㈮
、
市
民
会
館
で
『
登
別
市
議
会
議
員

研
修
会
』
（
市
議
会
議
員
会
・
市
議
会
主
催
）
が
行

わ
れ
、
『
想
定
を
超
え
る
災
害
に
ど
う
備
え
る
か
』

の
テ
ー
マ
で
群
馬
大
学
大
学
院
教
授
の
片か

た

田だ

敏と
し

孝た
か

さ

ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
市
民
に
も
公
開
さ
れ
、
約
600
人
の

参
加
者
は
、
想
定
外
の
災
害
に
備
え
「
避
難
文
化
を

地
域
に
醸
成
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」
「
最
善
を
尽

く
せ
」
「
率
先
避
難
者
た
れ
」
と
の
避
難
三
原
則
に

防
災
へ
の
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

登
別
市
議
会
議
員
研
修
会

釜
石
の
奇
跡
か
ら
学
ぶ

こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災
4
 12

4
 15

▲地域防災について講演する片田さん

▲感謝状を受け取った菅原さん（右）と『ばん平くん』

消
防
本
部
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
命
名
式

消
防
本
部
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
命
名
式 4

 16

『
ば
ん
平ぺ

い

く
ん
』

火
災
予
防
の
啓
発
に
出
動

広報のぼりべつ2013年5月号9  東　奔　西　走



　

私
は
登
別
市
と
隣
接
す
る
壮
瞥
町
の

出
身
で
す
。
北
海
道
を
離
れ
40
年
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
登
別
市
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、
大
阪
よ

り
ま
い
り
ま
し
た
。

　

東
京
や
大
阪
で
は
長
年
、
広
告
業
界

に
身
を
置
き
、
企
画
・
制
作
の
仕
事
の

ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
（
大
阪
・

京
都
・
名
古
屋
）
で
講
師
も
し
て
き
ま

し
た
。

　

登
別
は
『
温
泉
』
で
知
ら
れ
、
全
国

は
も
と
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の

お
客
さ
ま
も
多
く
訪
れ
る
有
名
な
観
光

地
で
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
、
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
企
業
や

地
場
産
業
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
、
『
温
泉
』
ブ
ラ
ン
ド
と

の
相
乗
効
果
を
見
据
え
な
が
ら
、
お
役

に
た
て
る
活
性
化
へ
の
活
動
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
ま
た

登
別
市
民
と
し
て
4
月
１
日
か
ら
皆
さ

ん
の
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
別
は
、
私
の
出
身
地
で
あ
る
神
戸

で
も
知
ら
な
い
人
が
い
な
い
ほ
ど
人
気

が
高
く
憧
れ
の
温
泉
地
で
す
。
私
も
観

光
で
北
海
道
を
訪
れ
た
際
、
登
別
の
湯

に
つ
か
り
幸
せ
な
気
分
を
味
わ
い
ま
し

た
。

　

登
別
市
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募

集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
好
奇
心
の

強
い
私
は
「
温
泉
以
外
の
登
別
の
魅
力

を
見
つ
け
て
み
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
応
募
し
ま
し
た
。
引
っ
越
し
て

き
た
ば
か
り
で
す
が
、
毎
日
が
新
鮮
で

驚
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
新
し
い
魅
力
の
種

を
見
つ
け
、
『
ま
ち
』
の
活
力
の
芽
と

し
て
育
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
総

務
省
が
推
進
す
る
事
業
で
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
進
行

が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
地
域

外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、

そ
の
定
住
・
定
着
を
図
り
、
地

域
力
の
維
持
・
強
化
を
行
う
取

り
組
み
で
す
。

　

市
で
も
、
本
年
度
か
ら
こ
の

事
業
に
取
り
組
み
、
4
月
か
ら

2
人
の
『
登
別
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
』
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。

　

隊
員
は
、
定
め
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
市
嘱
託
員
（
専
門
員
）

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る

グ
ル
ー
プ
で
業
務
に
従
事
す
る

一
方
、
業
務
時
間
外
に
は
、
自

主
的
に
市
民
活
動
や
地
域
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
り
な

が
ら
地
域
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、
将
来
的
に
定
住
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
近
く
で

『
登
別
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
』
の
知
恵
や
力
を
借
り
た
い

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

小こ

山や
ま　

則の
り

彦ひ
こ

さ
ん

福ふ
く

原は
ら　

豊と
よ

之ゆ
き

さ
ん

商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
所
属
『
産
業
活
性

化
専
門
員
』
（
☎
85
２
１
７
１
）

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
所
属
『
交
流
活
動

専
門
員
』
（
☎
85
１
１
２
２
）

地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
は

『登別市地域おこし協力隊員』が着任しました『登別市地域おこし協力隊員』が着任しました

『登別市地域おこし協力隊員』として着任『登別市地域おこし協力隊員』として着任
した福原豊之さん（右）と小山則彦さん。した福原豊之さん（右）と小山則彦さん。

広報のぼりべつ2013年5月号 10
『登別市地域おこし協力隊員』
が着任しました　　　　　　



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

　

大
雨
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
起
こ
る

恐
れ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
に
は
、

気
象
庁
か
ら
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
大
雨
に
よ
る
災
害
は
、
浸
水
害
の

ほ
か
に
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が

あ
り
、
大
雨
警
報
の
発
表
中
に
、
さ
ら

に
土
砂
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
っ
て
い

る
場
合
に
は
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

表
さ
れ
ま
す
。

●
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
出
る
ま
で

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
過
去
の
降

雨
記
録
と
土
砂
災
害
の
発
生
状
況
か
ら

危
険
と
判
断
さ
れ
る
と
き
に
、
北
海
道

と
気
象
庁
が
各
市
町
村
に
向
け
て
発
表

し
ま
す
。
市
は
こ
れ
を
受
け
て
市
民
に

向
け
て
避
難
勧
告
な
ど
を
出
す
か
ど
う

か
の
判
断
を
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
主
的
に
避
難
す
る
際
の
判

断
基
準
に
も
な
り
ま
す
。

●
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
出
た
ら
…

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
崖
の
近
く
な
ど
土
砂
災
害
の
発
生

し
や
す
い
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
市
か
ら
発
表
さ
れ
る
避
難
勧
告
な

ど
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
１
１
３
０
）

● 
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
を

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
４
回

大東流合
あい

氣
き

柔
じゅう

術
じゅつ

幸道会登別支部
　

『
大
東
流
合あ

い

氣き

柔じ
ゅ
う

術じ
ゅ
つ

幸
道
会
登

別
支
部
』
は
侍
が
考
え
出
し
た
武

術
の
流
れ
を
く
み
、
昭
和
47
年
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
5
人

の
仲
間
が
登
別
公
民
館
に
集
ま
り
、

火
・
木
曜
日
の
18
時
30
分
か
ら
20

時
30
分
ま
で
、
日
曜
日
の
10
時
か

ら
12
時
ま
で
楽
し
く
稽
古
を
し
て

い
ま
す
。

　

「
合
氣
柔
術
は
相
手
の
力
を
利

用
し
て
技
を
掛
け
る
の
で
、
体
力

に
自
信
の
な
い
方
で
も
安
心
し
て

始
め
ら
れ
ま
す
。
足
腰
が
鍛
え
ら

れ
る
の
で
若
さ
が
保
た
れ
ま
す
よ
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
の
は
代

表
の
松ま

つ

本も
と

雅ま
さ

邦く
に

さ
ん
。
言
葉
の
と

お
り
、
現
在
70
歳
と
は
思
え
な
い

俊
敏
な
動
き
で
若
い
メ
ン
バ
ー
の

指
導
に
当
た
り
ま
す
。

　

今
年
2
月
か
ら
稽
古
に
参
加
し

て
い
る
佐さ

さ々

木き

洋ひ
ろ

孝た
か

さ
ん
は
「
体

力
本
位
の
ス
ポ
ー
ツ
と
違
い
、
年

を
と
っ
て
も
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
刀
を
失
っ
た
侍
が

身
を
守
る
た
め
の
護
身
術
が
元
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
も
の
と

き
に
も
役
に
立
ち
ま
す
」
と
合
氣

柔
術
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

同
会
で
は
稽
古
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
メ
ン
バ
ー
が
世
代
を
超
え

て
交
流
で
き
る
こ
と
も
大
切
に
考

え
て
い
ま
す
。
松
本
さ
ん
は
「
若

い
人
た
ち
と
一
緒
に
稽
古
が
で
き

る
こ
と
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
。

ま
た
若
い
人
に
と
っ
て
も
年
長
者

と
の
交
流
の
経
験
は
必
ず
役
に
立

ち
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
度
見
学
す
る
と
実
際
に
技
が

掛
か
る
楽
し
さ
を
体
感
で
き
る
そ

う
で
す
。
見
学
希
望
の
方
は
松
本

さ
ん
（
☎
83
2
0
1
2
）
ま
で
。

世代を超えての稽古で
健康維持を

土砂災害の例

土の塊が滑って移動する

山の土砂が雨水と一緒に流れ落
ちる

山の上の岩などが崩れて落ちる

地すべり地すべり

土石流土石流 崖崩れ崖崩れ

広報のぼりべつ2013年5月号11
知って備える防災メモ・
仲間たち　　　　　　　



『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

くらしのガイド
市や国、道からのお知らせ

月の粗大ごみ収集６
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意し
てください。

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚160円）』を張って出してください。

　（１回につき 5品まで）

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

地　区 収集期間 申込期間

若草町
１・ 2丁目

6月 3日㈪～
6月 8日㈯

5月20日㈪～
5月31日㈮

新生町
3・ 4丁目

6月10日㈪～
6月15日㈯

5月27日㈪～
6月 7日㈮

鷲別町
１～ 3丁目

6月17日㈪～
6月22日㈯

6月 3日㈪～
6月14日㈮

新生町
１・ 2丁目

6月24日㈪～
6月29日㈯

6月10日㈪～
6月21日㈮

く
ら
し
と

住
ま
い

浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
し
た
と

き
は
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第

7
条
検
査
）
を
受
け
ま
し
ょ
う

エ
ゾ
シ
カ
の
市
街
地
へ
の
出
没

が
多
発
し
て
い
ま
す

猫
の
飼
い
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

水
道
水
の
水
質
基
準
に
基
づ
く

水
質
検
査
の
項
目
、
頻
度
な
ど

を
示
し
た
水
質
検
査
計
画
（
平

成
25
年
度
）
を
公
表
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
指
定
店
を

解
除
し
ま
し
た

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能

し
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の
も
の
で
、

法
律
で
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
検
査
時
期　

使
用
開
始
後
3
〜
5
カ
月

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

　

市
は
、
農
林
業
や
家
庭
菜
園
な
ど
に
被

害
を
及
ぼ
す
エ
ゾ
シ
カ
（
有
害
鳥
獣
）
を

　

動
物
の
交
通
事
故
で
犠
牲
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
大
半
が
猫
で
す
。

　

ま
た
、
い
た
ず
ら
や
ふ
ん
な
ど
の
問
題

で
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
い
ま
す
の

で
、
猫
は
飼
い
主
の
目
が
届
く
場
所
で
飼

育
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン

捕
獲
し
、
個
体
数
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
で
は
銃
器
の
使
用
が
制
限
さ
れ

る
た
め
、
山
林
へ
追
い
払
う
対
応
と
な
り

ま
す
。

　

通
常
、
エ
ゾ
シ
カ
は
人
を
襲
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
驚
か
し
た
り
す
る
と
興

奮
し
て
事
故
や
け
が
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
Ｇ

 

（
☎
85
2
3
2
1
）

　

こ
の
計
画
は
、
安
全
な
水
道
水
と
適
正

な
水
質
管
理
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

計
画
は
、
水
道
グ
ル
ー
プ
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

水
道
Ｇ

 

（
☎
85
5
5
1
0
）

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

▼ 

指
定
解
除
店
名　

㈲
ア
ベ
管
機
工
業

（
伊
達
市
鹿
島
町
）

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
Ｇ

 
（
☎
85
9
0
5
2
）

指定ごみ袋等取扱店
に指定しました
ローソン登別若山町店

広報のぼりべつ2013年5月号 12
くらしのガイド　　　
市や国、道からのお知らせ



福　

祉

計
画
・
税

財
政

雇
用
・
労
働

悩
み
を
抱
え
る
家
族
の
方
へ

『
家
族
の
集
い
』
に

お
越
し
く
だ
さ
い

『
西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
』
が
一
部
変
更
さ
れ

ま
し
た

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
１
期
）
と
軽
自
動
車
税
の
納

期
限
は
5
月
31
日
㈮
で
す

自
動
車
税
の
納
期
限
は
5
月
31

日
㈮
で
す

調
理
師
試
験
を
行
い
ま
す

▼
内
容
・
日
時

• 

ア
ル
コ
ー
ル
問
題　

毎
月
第
2
月
曜
日　

14
時
〜
16
時

• 

ひ
き
こ
も
り
問
題　

毎
月
第
4
水
曜
日　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

• 

高
次
脳
機
能
障
が
い　

6
・
9
・
12
・

3
月
の
第
１
金
曜
日　

13
時
30
分
〜
15

時
30
分

▼
場
所　

室
蘭
保
健
所

▼
対
象　

各
内
容
の
問
題
を
抱
え
る
家
族

▼ 

申
し
込
み　

室
蘭
保
健
所
健
康
推
進
課

　

平
成
25
年
度
の
実
施
事
業
な
ど
を
反
映

し
、
3
月
25
日
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
部
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

市
役
所
市
民
コ
ー
ナ
ー
や
各
支
所
、
市

立
図
書
館
、
市
民
会
館
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
閲
覧
用
フ
ァ
イ

ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
調
整
Ｇ

（
☎
㉔
9
8
4
7
）

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
5
5
）

 

（
☎
85
1
1
2
2
）

　

納
税
通
知
書
は
、
5
月
7
日
㈫
に
発
送

し
ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
札
幌
道
税
事

務
所
自
動
車
税
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

納
税
相
談
な
ど
は
胆
振
総
合
振
興
局
納

税
課
（
☎
㉔
9
5
8
4
）
で
受
け
付
け

▼ 

日
時　

8
月
29
日
㈭　

13
時
30
分
〜
16

時
▼
場
所　

む
ろ
ら
ん
広
域
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

▼
受
付
期
間　

5
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮

▼ 

願
書
配
布
場
所　

室
蘭
保
健
所
、
仕
出

し
勝
ま
た
、
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
保
健
所

 

（
☎
㉔
9
8
4
4
）

ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動

車
税
部
（
☎
011

－

746

－

1
1
9
1
）

千客万来 今年は第50回登別地獄まつり

親子鬼っ子ボランティア募集親子鬼っ子ボランティア募集
　登別観光協会は、親子で登別温泉街の美化清
掃や植栽などに協力していただけるボランティ
アを募集しています。
　活動当日は軽食と日帰り入浴をご用意。 2回
以上参加された方には、抽選で登別温泉の宿泊
券をプレゼントいたしますので、ぜひ、ご応募
ください。
◎活動回数　 3回（ 6月～10月）
◎ 参加条件　親子（ 3歳～小学生以下）で『理
想の登別温泉』の絵を描き提出いただける方

◎定員　30組（申込順）
◎申込期限　 5月20日㈪
※ 応募方法は登別観光協会ホームページをご覧
いただくか、同協会にお問い合わせください。

問い合わせ
㈳登別観光協会（☎84３３１１）

教育資金や生活資金をサポートします教育資金や生活資金をサポートします
～登別市勤労者特別融資制度～

　教育資金の融資限度額を引き上げ、利用しや
すくなりました。
◎教育資金　年1.94％（固定金利、保証料別途）
　高校・大学への入学金や授業料、教材費、下
宿代などに利用できます。
　融資限度額　300万円

◎生活資金　年2.28％（固定金利、保証料別途）
　結婚・入院費用などの大きな出費や生活の安
定に必要な費用など幅広く利用できます。
　融資限度額　100万円
◆融資の対象となる方
•市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務
されている方（自営業者を除きます）

•安定した収入のある方で、前年の収入が
150万円以上の方

•最終返済年齢が満76歳未満となる方
◆ 保証料　北海道労働金庫会員の方は0.6％、
それ以外の方は1.2%

◆返済期間　10年以内
※ 教育資金は在学期間中（最長 4年間）に限り
返済を据え置くことができます。

◆ 返済方法　元利均等返済方式（ボーナス返済
併用可）

◆ 用意するもの　身分を証明するもの（運転免
許証など）、健康保険証、納税証明書、前年
の源泉徴収票（機械処理されているもの）、
印鑑、資金使途確認書類（合格通知書や在学
証明書、学費納付書など・教育資金のみ）

◆ 申込金融機関　北海道労働金庫　室蘭支店
（☎㉒１９７５）、室蘭東支店（☎45３６１
１）

※ なお、金融機関の審査の結果、ご希望に添え
ない場合があります。

問い合わせ
商工労政グループ（☎85２１７１）
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『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

募　

集

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

期
日
前
投
票
の
立
会
人
を

募
集
し
ま
す

デンマーク友好都市中学生派遣交流デンマーク友好都市中学生派遣交流
事業派遣生徒と市民サポーターを事業派遣生徒と市民サポーターを
募集します募集します

登
別
と
き
め
き
大
学
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

▼
場
所
・
時
間

① 

中
央
期
日
前
投
票
所
（
市
役
所
第
2
庁

舎
）
・
8
時
30
分
〜
20
時

② 

鷲
別
期
日
前
投
票
所
（
鷲
別
公
民
館
）
・

8
時
30
分
〜
19
時

▼
期
間　

6
月
下
旬
〜
7
月
中
旬

※ 

日
程
は
選
挙
期
日
が
決
ま
り
次
第
連
絡

し
ま
す
。

▼ 

応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
選

挙
権
の
あ
る
70
歳
未
満
の
方

▼ 

内
容　

投
票
事
務
の
執
行
の
監
視
な
ど

▼
定
員　

38
人
（
抽
選
）

▼
報
酬　

１
日
に
つ
き
9
千
500
円

※ 

こ
の
う
ち
所
得
税
950
円
を
差
し
引
い
た

額
を
支
払
い
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み　

5
月
20
日
㈪
ま
で
に
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎
85
9
1
4
3
）

　この事業は、異文化交流を通じて、生徒の人間
性を豊かにすることと、友好都市とさらなる交流
を深めることを目的として実施します。

▼派遣時期　 8月12日㈪～19日㈪

▼  派遣都市　デンマーク王国ファボー・ミッドフ
ュン市

▼  派遣人員　中学生 9人、引率者 2人、市民サポ
ーター１人

※ 生徒の応募が 2人以下の場合は、中止します。
◎派遣生徒
•参加経費　14万500円
• 申込書　各中学校で生徒全員に配布しているほ
か、市ホームページにも掲載しています

◎市民サポーター
•参加経費　28万円程度
• 対象　市内居住の20歳以上の方（派遣生徒や引
率者の関係者は除く）、事前研修・事後報告会
に参加できることなど

• 申込書　市役所総合案内と企画調整グループに
備え付けているほか、市ホームページにも掲載
しています（書類は返却しません）

▼  申込方法　申込書に必要事項を記入し、 5月17
日㈮（消印有効）までに企画調整グループへ持
参または郵送（〒059－8701中央町 6丁目11）
してください

　

登
別
と
き
め
き
大
学
は
、
年
齢
や
性
別

に
関
係
な
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
市
民
大

　

野
菜
づ
く
り
な
ど
の
農
業
体
験
に
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
期
間　

5
月
初
旬
〜
10
月
末

▼
場
所　

札
内
町
204

－
１

▼
募
集
区
画　

58
区
画

▼
面
積　

49
平
方
㍍
（
１
区
画
）

▼
料
金　

6
千
円
（
１
区
画
）

▼
申
し
込
み　

中
村
さ
ん

 

（
☎
85
4
5
8
9
）

学
で
、
年
6
回
程
度
の
基
礎
講
座
や
社
会

見
学
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
登
別
市
民
以
外
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

▼
受
講
料　

１
千
円
（
年
額
）

▼
申
し
込
み　

社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
2
9
）

登別記念病院登別記念病院をを津波避難ビル津波避難ビルにに
選定選定しましたしました

　 3月11日㈪に社会医療法人母恋と『津波時に
おける津波避難ビルとしての使用に関する協定』
を締結し、登別記念病院を津波避難ビルに選定
しました。

津波避難
ビル名 住所 一時避難

場所 入口

登別記念
病院

中央町 1丁目
1－ 4

4 階
リハビリ室

外階段の　
4階非常口

◎まずは高台の避難場所へ避難
　津波避難ビルは、市内で津波が発生、または
発生するおそれがあるときに、万が一避難が遅
れ、高台の避難場所までの避難が困難な方が、
やむを得ず緊急的・一時的に避難するための施
設です。
　津波避難ビルは津波警報または大津波警報が
発表された場合に避難するための施設ですが、
必ずしも安全を保障する場所ではありませんの
で、まずは高台の避難場所を目指して避難して
ください。
※避難するときは車を使わず徒歩で
　しましょう。

問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）問い合わせ　総務グループ（☎85１１３０）

問い合わせ　企画調整グループ（☎85１１２２）

男女共同参画社会に向けた男女共同参画社会に向けた
作品を募集します作品を募集します
　 6月23日～29日の『男女共同参画週間』
にちなみ、男女共同参画社会をイメージし
た作品を募集します。
　応募作品は、 6月23日㈰から29日㈯まで
市民会館に展示します。

▼  対象　市内居住または通勤・通学する小
学 4年生以上の方

▼募集期間　 5月１日㈬～27日㈪

▼作品テーマ
•標語　男女共同参画をイメージしたもの
• 習字　『女』『男』（小 学4年 生）、
『成長』（小学 5年生）、『思いやり』・
『温かい心』（小学 6年生）、『男女平
等』・『男女共同』・『参画社会』・
『共同参画』（中学生以上）のいずれか
• ポスター　男女が個人の能力で均等に社
会に参画している様子を描いたもの
※用紙の大きさは自由（応募は１人１点）。

▼  応募方法　作品に郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、
勤務先または学校名（学年）、ポスター
には題名を添えて市民サービスグループ
へ持参または郵送（〒059‒8701中央町 6
丁目11）してください。
※小・中学生は各学校に提出してください。

問い合わせ　
市民サービスグループ（☎85２１３９）
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

6 月15日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：各 6人

6月 7日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

※ 相談日については、
通知が届き次第、本
人から弁護士に電話
予約。

担当弁護士事務所
5月30日㈭までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

5 月25日㈯
9時30分～12時 鉄南ふれあいセンター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員：10人

5 月24日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

市民生活相談 随時 市民サービスグループ 市民生活や多重債務、ＤＶ 市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火
～金曜日の10時～16
時。

消費生活センターまた
は登別消費者協会（労
働福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

5 月16日㈭
14時～ 障害福祉グループ 障がいのある方の就労や雇用

5月 9日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時
※ 5月 3日㈮を除く。職業訓練センター

（青葉町） 就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）月～金曜日

17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日（祝日を
除く）10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目）

解雇や労働条件の引き下げ、
いじめなど

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

5 月17日㈮・31日㈮
10時～16時 鉄南ふれあいセンター

希望日の１週間前までに
連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

広報のぼりべつ2013年5月号15 困った！ときにはまず相談



『
▼
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

乳幼児健康相談 診査 問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

子
育
て

す
く
す
く い いき

すくすく

いい いい

く くく

子育て

健 康

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4カ月児健康診査

（平成25年 1 月16日～平成25年 2 月15日生まれ）
6月26日㈬

時間は個別通知 診察、身体計測、栄養相談、育児相談 母子健康手帳、
バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成24年 8 月生まれ）

6月19日㈬
時間は個別通知 身体計測、栄養相談、育児相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成23年11月生まれ）

6月12日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計測、栄養相談、歯科相談、
育児相談、フッ素塗布（希望者800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ3 歳児健康診査

（平成22年 5 月生まれ）
6月 6日㈭

時間は個別通知
診察、歯科検診、尿検査、身体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談

乳幼児健康相談（事前申込制）
（育児相談を希望する方）

6月28日㈮
10時～10時30分 発育・発達・育児・栄養などの相談 母子健康手帳

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
日
時　

5
月
10
日
㈮　

10
時
〜
13
時

▼
集
合
場
所　

真
宗
寺
駐
車
場

▼
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▼ 

内
容　

新
緑
と
花
、
体
力
の
あ
る
子
は

海
も
見
に
行
き
ま
す

▼
定
員　

15
組
（
申
込
順
）

▼ 

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
帽
子
、
運

動
靴
（
長
靴
）
、
着
替
え
な
ど

※ 

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
し
込
み　

5
月
9
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

▼
日
時　

5
月
15
日
㈬　

10
時
〜
12
時

▼
場
所　

鷲
別
公
民
館

▼ 

内
容　

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
活
か

し
た
健
康
な
体
づ
く
り

▼ 

対
象　

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支

援
し
て
い
る
指
導
者

▼
定
員　

20
組
（
申
込
順
）

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
し
込
み　

5
月
14
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0

8
6
5
）

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0

8
6
5
）

▼
日
時　

5
月
27
日
㈪　

10
時
〜
12
時

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル

▼
対
象　

2
・
3
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼ 

内
容　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
親

子
体
操
な
ど

※
水
深
は
15
〜
20
㌢
㍍
に
調
節
し
ま
す
。

▼
定
員　

30
組
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

保
護
者
500
円
（
入
館
料
）

▼ 

持
ち
物　

子
ど
も
は
水
着
、
水
泳
帽
、

バ
ス
タ
オ
ル
（
排
せ
つ
が
完
了
し
て
い

な
い
場
合
は
水
遊
び
用
パ
ン
ツ
着
用
）

保
護
者
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
半
ズ
ボ
ン
、
水

泳
帽
、
バ
ス
タ
オ
ル

▼
日
時　

6
月
5
日
㈬　

10
時
〜
12
時

▼
場
所　

し
ん
た
21

▼ 

対
象　

１
歳
〜
１
歳
6
カ
月
児
と
そ
の

保
護
者

▼ 

内
容　

歯
科
健
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者
）

▼
定
員　

20
組
（
申
込
順
）

▼ 

持
ち
物　

子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子

健
康
手
帳

▼ 

申
し
込
み　

5
月
20
日
㈪
ま
で
に
健
康

推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

▼ 

申
し
込
み　

5
月
7
日
㈫
〜
10
日
㈮
に

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3

7
1
5
）

▼
月
日
・
場
所

•
5
月
8
日
㈬　

鷲
別
公
民
館

•
5
月
15
日
㈬　

若
草
児
童
ク
ラ
ブ

▼
時
間　

10
時
〜
12
時

▼
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▼
持
ち
物　

上
履
き
（
保
護
者
と
も
）

※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

鷲
別
神
社
と
鷲
別
岬
に
行
こ
う

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

子
育
て
講
座

　

水
と
あ
そ
ぼ
う

親
子
む
し
歯
予
防
教
室

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
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健
　
　
康

い
き
い
き

▼
月
日
・
場
所　

•
6
月
5
日
㈬　

登
別
保
育
所

• 

6
月
6
日
㈭　

鷲
別
・
栄
町
・
富
士
各

保
育
所

•
6
月
12
日
㈬　

幌
別
東
保
育
所

▼
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時

▼
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

▼ 

持
ち
物　

上
履
き
（
保
護
者
と
も
）
、

着
替
え

※
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

▼ 

日
時　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

※ 

5
月
11
日
㈯
は
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
で
開

催
し
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然

活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎

080

－

1
8
9
0

－
0
8
6
5
）

に
肝
臓
に
寄
生
す
る
病
気
で
す
。

　

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
自
覚
症
状
は
な
く
、

数
年
か
ら
10
数
年
た
っ
て
か
ら
上
腹
部
の

不
快
感
や
黄
疸
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
放

っ
て
お
く
と
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

• 

キ
ツ
ネ
に
餌
付
け
し
た
り
、
触
っ
た
り

し
な
い
。

• 

キ
ツ
ネ
が
近
寄
ら
な
い
よ
う
、
生
ゴ
ミ

な
ど
は
適
正
に
処
理
す
る
。

• 

犬
も
感
染
し
た
野
ね
ず
み
を
食
べ
て
感

染
す
る
た
め
放
し
飼
い
を
し
な
い
。

• 

山
菜
や
野
山
の
果
実
な
ど
は
十
分
に
加

熱
、
も
し
く
は
よ
く
洗
っ
て
か
ら
食
べ

る
。

• 

沢
水
や
小
川
の
生
水
は
飲
ま
な
い
、
飲

む
場
合
は
煮
沸
す
る
。

•
外
か
ら
帰
っ
た
ら
必
ず
手
を
洗
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ
 

（
☎
85
0
1
0
0
）

※
通
院
中
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
受
診
券
は
随
時
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
Ｇ

 

（
☎
85
1
7
7
1
）

保
育
所
を
開
放
し
ま
す

富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
キ
ツ
ネ
や
犬

な
ど
に
寄
生
し
た
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵

が
人
の
口
に
入
り
体
内
で
幼
虫
と
な
り
主

　

特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
健
診
で
す
。

▼ 

対
象　

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

▼
日
時　

5
月
24
日
㈮　

10
時
〜
15
時

▼
場
所　

鈴
木
旅
館
（
カ
ル
ル
ス
町
）

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
方

▼ 

内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
講
話
、
食
事
、

温
泉
入
浴
な
ど
（
送
迎
バ
ス
有
り
）

▼
定
員　

40
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料　

１
千
500
円

▼ 

申
し
込
み　

5
月
7
日
㈫
〜
17
日
㈮
に

庶
務
課
（
☎
84
2
1
6
5
）

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
受
診
券
を

送
付
し
ま
す

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す

〜
登
別
厚
生
年
金
病
院
〜

▼
問
い
合
わ
せ　

室
蘭
歯
科
医
師
会

 

（
☎
43
3
5
2
2
）

日時 診療所・住所・電話
5 月 3 日㈮
9時～11時

かただ歯科医院 （☎831270）
登別市登別東町 2丁目27－１

5月 4日㈯
9時～11時

なお歯科 （☎0142㉒1117）
伊達市弄月町241－ 3

5 月 5 日㈰
9時～11時

前田歯科医院 （☎㉒5367）
室蘭市中央町 3丁目 5－ 6

5 月 6 日㈪
9時～11時

小野瀬歯科医院 （☎441310）
室蘭市東町 4丁目31－ 5

5 月12日㈰
9時～11時

由川歯科医院 （☎443377）
室蘭市中島町 3丁目15－ 1

5 月19日㈰
9時～11時

いしい歯科 （☎443367）
室蘭市東町 2丁目22－ 6

5 月26日㈰
9時～11時

御前水歯科クリニック （☎㉔8148）
室蘭市御前水町 2丁目 6－20

5
月
の
歯
科
救
急
医
療

脳ドックを受診しませんか
実施
機関

①宮町脳神経　　
　外科クリニック

②登別厚生年金病院
③日鋼記念病院　

④大川原脳神経
外科病院　

対象

•国民健康保険に加入している20歳以上の方
※②～④は 4月１日から継続して加入している方。
•後期高齢者医療制度に加入している方
※ 保険税（料）を滞納している方や前年度脳ドックを受
けた方、脳外科で治療・経過観察中の方、頭痛・めま
いなどの症状がある方は除きます。
※ ②～④は、体内にペースメーカーなどの金属が入って
いる方は受診できません。

検査
項目

脳ＣＴ、心電図、
特定健診・健康診
査

頭部MRI、頭部・頸部MRA、心電図
検査、特定健診・健康診査（②・③）
または血液・尿検査（④）

料金 2,500円 7,000円

申込
期間

5 月 9 日㈭～平成26年 3 月 7 日㈮
※定員になり次第締め切ります。

5 月 9 日㈭～16日㈭
※ 受診月は後日通
知します。

備考

　本年度から『脳ドック』と短期人間ドック、千円ドッ
ク、特定健診・健康診査との重複受診はできなくなりま
した。
※ ④で脳ドックを受けた場合は、他の医療機関で特定健
診・健康診査を受診することは可能です。

申し込み
国民健康保険グループ（☎85１７７１）　
年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）
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５月号

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月 1 日㈬～
4日㈯
10時～17時
（最終日は15時まで）

第33回登別美術協会「会
員展」
登別美術協会

絵画（日本画・油彩画・パス
テル画・水彩画・葉彩画）、
陶芸　など

－ 問  高科さん（☎86 7 2 3 2 ）

5 月 9 日㈭
14時～
15時15分

市民公開講座
三愛病院 認知症について － 申  三愛病院（☎83 3 2 0 7 ）

5 月24日㈮
開場18時
開演18時30分

愛のうたの夕べ
国際ソロプチミスト登別

認証30周年記念チャリティー
コンサート 料 2,000円 申田中さん（☎86 4 1 2 7 ）

6 月 3 日～20
日の月・木曜
日（全 6回）
18時30分～20時

初心者英会話教室
文化・スポーツ振興財団 初級英会話（日常的な会話）

対  市内に居住また
は通勤する18歳
以上の方

定 20人（申込順）
料 2,000円

申  5 月 7 日㈫～15日㈬に文化
・スポーツ振興財団（☎88
1 1 1 6 ）

持筆記用具

市民会館　登別市富士町 7丁目33番地 1 ☎88 1 1 3 9

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月 8 日㈬～
14日㈫

のぼりべつカルチャーナ
イトパネル展
のぼりべつカルチャーナ
イト実行委員会

パネル展示、参加施設・団体
・ボランティアの募集 － 問  藤井さん（☎090‒7511‒0234）

5 月21日㈫
12時～13時

無料リンパ学習会
ＮＰＯリンパ健康学普及協会

リンパを知ろう学習会（知識
編） － 申川島さん（☎080‒3262‒5774）

6 月 2 日㈰～
4日㈫
10時～15時

豆盆栽体験コーナー
手のひらで遊ぶ豆盆栽ク
ラブ

豆盆栽の植え替えを体験して
みませんか（お持ち帰りはで
きません）

－

問黒澤さん（☎85 1 4 7 4 ）6 月 2 日㈰～
4日㈫
（最終日は16
時まで）

豆盆栽・小品盆栽展示会
手のひらで遊ぶ豆盆栽ク
ラブ

五葉松、黒松、もみじなど －

市民活動センター『のぼりん』登別市緑町１丁目１番地 4 ☎83 6 8 6 6

市民プール『らくあ』登別市幸町１丁目 5番地 2 ☎85 5 5 8 8
5 月26日㈰は水泳大会開催のため18時まで臨時休館します。
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日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

毎月最終金曜日は図書整理のため休館します（今月は 5月31日㈮）。

5月 1日㈬・
15日㈬
10時30分

おはなしくれよん わらべうたと絵本の読み聞か
せ 対乳幼児 問市立図書館

5月 5日㈰
～19日㈰
10時～18時
（木曜日は19
時30分まで）

写真絵本の原画展
『だって春だもん』

写真絵本作家・小
こ

寺
でら

卓
たく

矢
や

さん
の写真絵本『だって春だもん』
の原画を展示します

－ 問市立図書館

5月11日㈯・
6月 1日㈯
15時～
15時45分

キッズ　ヨガ 大
おお

西
にし

正
まさ

美
み

さんによる子ども向
けのヨガ教室です 対  3 ～ 7 歳の方

問市立図書館
持  動きやすい服、バスタオル、
飲み物

5月18日㈯
10時～15時

ワークショップ
『デジカメ写真で絵本作
り』

写真絵本作家・小寺卓矢氏を
講師に迎え、デジタルカメラ
で撮った写真で自分だけの写
真絵本を作製します

対  小学生以上（小
学 1・ 2年生は
保護者同伴）

定 20人（抽選）

申  5 月 1 日㈬～15日㈬に市立
図書館

持カメラ、昼食

5月25日㈯
13時30分 おはなしぽけっと 絵本の読み聞かせと紙芝居 対幼児（保護者同伴）

　小学生 問市立図書館

5月25日㈯
15時～16時

図書館ツアーと
利用者ガイダンス

図書館職員が館内を案内し、
書架の配置などを説明します。
また館内の利用者用コンピュ
ータの使い方や、上手な検索
の仕方などを説明します

対市内居住の方 問市立図書館

6月 1日㈯
13時30分 おじさんズ 絵本と紙芝居の読み聞かせ 対  どなたでも（幼

児は保護者同伴）問市立図書館

市立図書館　登別市中央町 5丁目21番地 1 ☎85 4 3 2 4

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月25日㈯
10時～13時

第13回『わんぱくサムラ
イ体験』

流
や ぶ さ め

鏑馬・スポーツチャンバラ
・昔の遊び体験、和太鼓・よ
さこいソーランのステージ発
表、葛湯・うーめん試食など

－ 問郷土資料館

6月 8日㈯
9時30分～
15時

布ぞうり作り
古い浴衣や布団生地などを利
用し、ぬくもりを感じるぞう
りを作ります

対 18歳以上
定 14人（申込順）
料 200円

申  5 月11日㈯～31日㈮に郷土
資料館

持布切れ・昼食

6月15日㈯
10時～12時 親子そばうち体験 親子で力をあわせて、おいし

いそばを作ります

対  小・中学生とそ
の保護者

定 12組
料 1 組1,000円

申  5 月17日㈮～ 6月 8日㈯に
郷土資料館

持  エプロン、おしぼり 2枚、
そば入れの容器、頭巾、上
履き

5月15日㈬～
6月18日㈫ さくら写真展2013

郷土資料館の魅力のひとつで
ある敷地内の桜を撮影した写
真展を開催します

－ 問郷土資料館

郷土資料館　登別市片倉町 6丁目27番地 2 ☎88 1 3 3 9

過去 3年以内に撮影した郷土資料館の
桜の写真をお寄せください

※人物が写っている場合は必ず被写体の方に承諾を得てください。

展示できる状態で開催期間中に持参してください（ 1人 5点まで。氏名やタイトルの有無、写真のサイズは
問いません）。

5 月10日㈮から受け付けします
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日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申込期限・問い合わせ・持ち物
5 月 3 日㈮～
5日㈰
10時～15時

コーザンスペシャルウィ
ーク

春を楽しむ遊びや学びがいっぱい。
鉱山の春を五感で楽しみます

料  プログラムによ
って実費 申当日会場にお越しください

5月 5日㈰
8時～10時 K

コ ン グ

oNG主管「野鳥観察会」木々の葉っぱが芽吹く前の野鳥観察をします 料 100円 持飲み物、着替えなど
5月 5日㈰
12時30分～
14時

K
コ ン グ

oNG主管「春の野点」 春の花たちを愛でながら、抹
茶を楽しみます

料  大人200円、小学
生以下無料 申当日会場にお越しください

5月 8日㈬
10時～14時

たまにはアウトドアライ
フ

山の幸を探し楽しむデイキャ
ンプ

対 18歳以上の方
定 15人（申込順）
料 800円

申 5 月 7 日㈫
持  飲み物、着替え、おにぎり
など

5月10日㈮
10時～
12時30分

m
マ マ

amaのためのサロン お弁当を食べながら、春のひ
とときを過ごします

対子育て中の方
定 15人（申込順）
料 1,000円（弁当付）

申 5 月 9 日㈭
持飲み物など

5月11日㈯
12時30分～
15時

もりもり森ン子くらぶ 子どもは春探しを楽しみ、親
は山菜料理を楽しみます

対  5 歳～小学 2年
生とその保護者

料 1 組300円
申 5 月 8 日㈬
持飲み物、着替えなど

5月12日㈰
10時～15時

山の学校「どきどき！？
春の鉱山探検」

鉱山のフィールドを探検。遊
びながら、どきどきを楽しみ
ます

対  小学 4 年生～中
学 1年生

料 200円

申 5 月 9 日㈭
持  飲み物、着替え、お弁当な
ど

5月12日㈰
10時～17時

コーザンネイチャーガイ
ド養成講座①

鉱山の自然を案内するガイド
の養成講座です

対小学 4年生以上
定 15人（申込順）
料 2,000円

申 5 月10日㈮
持筆記用具、飲み物など

5月18日㈯
6時～ 8時 鉱山町バードソン2013 毎年実施している市民参加型調査

活動。春の野鳥調査を行います
定 20人（申込順）
料 100円

申 5 月17日㈮
持双眼鏡、図鑑、飲み物など

5月18日㈯
10時～12時

ガイドウォーク～そよ風
マウンテンバイク

春の森を自然ガイドがご案内
します

定 15人（申込順）
料 400円

申 5 月17日㈮
持飲み物など

5月18日㈯
10時～15時 ながぐつレンジャー ネイチャーセンターの春のお

仕事に取り組みます
対小学生
料 200円

申 5 月15日㈬
持飲み物、着替え、お弁当など

5月19日㈰
10時～14時 森のようちえん お花見を楽しみながら、春の

森の中で遊びます
対  3 歳以上の未就
学児とその家族

料１人200円
申 5 月16日㈭
持飲み物、着替え、お弁当など

5月22日㈬・
29日㈬
10時～12時

森のちょこっとひろば 外で体を目いっぱい使って遊
びます

対  未就園児とその保護者
料  １組300円（ 3人
目以降100円）

申直接会場へお越しください
持飲み物、着替え、お弁当など

5月23日㈭
10時～12時

ガイドウォーク「色から
はじまる森歩き」

春の森を自然ガイドがご案内
します

定 15人（申込順）
料 300円

申 5 月22日㈬
持飲み物など

5月24日㈮
10時～
12時30分

森のサロン 春を楽しむお散歩を行います
対  未就園児とその保護者
料  1 組300円（ 3人
目以降100円）

申 5 月21日㈫
持飲み物、着替え、お弁当など

5月25日㈯
10時～13時 里山づくりの日 里山づくりの日は、森のお手入れ

をする日。今回は植樹を行います
料  大人200円、子ど
も100円

申 5 月24日㈮
持飲み物、着替え、お弁当など

5月26日㈰
10時～12時

K
コ ン グ

oNG主管「登山机上講
習会」

登山シーズンのはじまりです。
持ち物・服装などの基本を学
びます

対  登山を始めたい
と思っている方

定 15人（申込順）
料 200円

申 5 月25日㈯
持筆記用具、メモ帳など

5月26日㈰
10時～15時 鉱山町フラワーソン2013 毎年実施している市民参加型調査活動。春の植物の開花調査を行います

定 50人（申込順）
料 200円

申 5 月25日㈯
持  筆記用具、飲み物、着替え、お弁当など

※それぞれの活動や天候に適した服装や持ち物でお越しください。

ふぉれすと鉱山　登別市鉱山町 8番地 3 ☎85 2 5 6 9
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日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月18日㈯
8時～16時

日本古来の製鉄法・砂鉄
と木炭で和鉄を造る

小たたら吹き製鉄と鉄の鍛錬
を体験します

対  製鉄体験は小学
3年生以上 問石崎さん（☎85 1 1 7 9 ）

5 月18日㈯
10時～12時

縄文文化体験
シカの角でストラップを
つくろう!!

シカの角とまがたまのかけら
を使ってストラップを作りま
す

定 20人（申込順）
料 400円

申  5 月17日㈮までにカント・
レラ

のぼりべつ文化交流館『カント・レラ』登別市登別温泉町123番地 1 ☎84 2 0 6 9

　亀田記念公園管理棟　登別市富岸町 3丁目 8番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月22日㈬
13時30分～
15時30分

みどりの講習会『ご家庭
の花壇に…土づくり講習
会』

実技を交えた講習会を開催し
ます。講師：戸

と

田
だ

憲
けん

吉
きち

さん
対市民
定 50人（申込順）

問都市計画・公園グループ
　（☎85 4 1 1 5 ）

　いぶりたすけ愛『ともかな』　登別市桜木町 3丁目 2番地16
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月18日㈯
10時～12時 ジェルキャンドル作り 独自のキャンドル作りで、楽

しい時間を過ごしませんか
料 1,200円
※親子での参加可。

申  5 月16日㈭までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

5 月21日㈫
11時～13時 大人のランチ会 大人になってからの仲間の輪

を広げませんか
定 6 人（申込順）
料 1,000円（昼食代）

申  5 月17日㈮までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

5 月25日㈯
15時～17時 男の料理教室

料理の基本を学びながら夕食
のおかず 1品と酒の肴を作り
ます。 2人分お持ち帰り可

対男性
定 6 人（申込順）
料 1,000円

申  5 月23日㈭までにともかな
（☎83 7 1 3 3 ）

　登別温泉
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月25日㈯
10時～12時 温泉散策ウォーキング

自然の中でのウォーキング、
天然足湯、地元の温泉の日帰
り入浴

対  市内に居住また
は通勤する方

定 30人（申込順）
料  500円（日帰り入浴
券、保険料含む）

申  5 月 7 日㈫～17日㈮に文化
・スポーツ振興財団（☎88
1 1 1 6 ）

※集合場所は申し込み時に通知。
持運動のできる服装・タオルなど

　しんた21　登別市片倉町 6丁目 9番地 1
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月28日㈫
10時～12時

子育て支援講演会
登別市ファミリーサポートセンター

人として、親として、支援者
として輝くために 定 40人（申込順） 申  5 月20日㈪までに同センタ

ー（☎85 0 0 3 3 ）
　カムイヌプリ登山口（ 3合目）

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物
5 月12日㈰
8時30分

第39回山開き・市民登山
会
登別山岳会

春の郷土の山（カムイヌプリ）
に登りませんか

料  500円（保険料、
記念品代含む）

問近藤さん（☎85 5 2 9 3 ）
持  登山に適した服装、雨具、
軍手、飲み物など

　登別中央ショッピングセンター・アーニス　登別市中央町 4丁目11番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月14日㈫
10時30分～
15時

看護の日の催し
三愛病院

健康・栄養相談や医療福祉相
談、血圧測定、体脂肪測定な
どを行います

－
問同病院（☎83１１１１）
※ 5 月15日㈬は10時から三愛
病院で行います。

　登別厚生年金病院　登別市登別温泉町133番地
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月14日㈫
10時～12時

看護の日フェア
登別厚生年金病院

健康、介護、在宅での栄養管
理についての相談、口腔ケア
商品などの展示を行います

－ 問同病院（☎84 2 1 6 5 ）

　登別海鮮直市アンテナショップ（JR登別駅前）
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

10月27日㈰まで
の毎週日曜日 登別海鮮直市 登別漁港で水揚げされた新鮮

な魚介類を販売します － 問  登別海鮮直市（☎090‒9750
‒3449）

その他

2013登別桜ざか一期一宴2013登別桜ざか一期一宴
ヘルシーウォーキング＆ノルディックウォーキングヘルシーウォーキング＆ノルディックウォーキング

日　時： 5月12日㈰　 9時受け付け　 9時30分出発（小雨決行）
場　所：ＪＲ登別駅横　登別海鮮直市駐車場
コース：中登別桜坂駐車場往復 3㌔㍍／時代村周辺 5㌔㍍・8㌔㍍
参加料：大人200円・中学生以下無料（保険料含む）

※ 参加者にはエビ汁とさぎり湯入浴券（完走
賞）を差し上げます。

問い合わせ
鬼なびステーション登別

☎83４４４１
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ピアノの万華鏡
大人も子どもも楽しめる音の玉手箱コンサート
　音楽家の青島広志さん・豊田裕子さんが贈る、おもちゃ楽器
を使った協奏曲やお絵かきを交えた音楽講座など

あお しま ひろ し とよ だ ゆう こ

7月7日日 開場14時30分
開演15時

料　　金

チケット販売

1,000円（高校生以下は500円）
5月24日㈮10時から市民会館、
鷲別公民館、アーニス

問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）
※未就学児は入場できません。

　その他の続き
　室蘭市市民会館　室蘭市輪西町 2丁目 5番 1号

日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月19日㈰
11時・14時・
18時

「人生いろどり」上映会
映画「人生いろどり」を
見る会実行委員会

映画「人生いろどり」の上映
会

料  大人1,200円（前
売り1,000円）、
小学生～高校生
1,000円（前売り
800円）

問  同実行委員会（☎43 4 0 2
8 ）

　室蘭工業大学　室蘭市水元町27番 1 号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

6 月 5 日㈬・
12日㈬
18時～
19時30分

オーストラリア、ニュー
ジーランドの民営化、国
際化、ジェンダー政策の
いま

オーストラリアとニュージー
ランドについての調査の成果
報告

対高校生以上
定 20人
料  1,000円（申込後
返金不可）

申  地域連携推進グループ備え
付けまたは同大学ホームペ
ージ掲載の申込書に必要事
項を記入の上、 5月 7日㈫
～17日㈮に地域連携推進グ
ループ（☎46 5 0 2 3 ）

6 月15日㈯・
22日㈯
9時～12時

デジタルカメラと写真撮
影の科学

デジタル一眼レフカメラの構
造と原理を理解し写真撮影の
基礎技術を学ぶ

対高校生以上
定 25人
料  1,000円（申込後
返金不可）

　室蘭工業大学ロボットアリーナ　室蘭市高砂町 3丁目11番 1 号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月18日㈯・
19日㈰
10時30分～
12時

レゴブロックを組み立て
て動かそう！

レゴ・マインドストームを使っ
てプログラムの指示で動く簡単
なロボットを組み立てます。レ
ゴ未経験者におすすめです

対小学 3・ 4年生
定各10人（抽選）

申  5 月 8 日㈬までに住所、氏名、学
年、連絡先、希望日時、イベント
名を明記の上、持参またはファク
ス、Eメ ー ル（ra_apply@mmm.
muroran-it.ac.jp）で同アリーナ

※ホームページから申込可。
※抽選結果は郵送します。
問  同アリーナ（☎思83 5 6 5 0 ）

5 月19日㈰
13時30分～
16時

プラネットプロジェクタ
ーをつくろう！
（第１回）

全 3回の日曜工作教室です。ロ
ボットアリーナの学生指導員が
考案した、自分だけの星空（プ
ラネタリウム）を作ります

対  小学 5 年生～高
校生

定 10人（抽選）

　胆振地方男女平等参画センター（ミンクール）　室蘭市東町 4丁目29番 1 号
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

5 月25日㈯
18時30分～
20時45分

北海道言友会室蘭例会 吃音についての悩み相談、保
護者・関係者の為の話し合い 料 100円 問竹中さん（☎090‒1529‒3723）

持筆記用具

　東千歳駐屯地　千歳市祝梅1016
日時 行事名 内容 対象・定員・参加料 申し込み・問い合わせ・持ち物

6 月 2 日㈰
8時～15時

陸上自衛隊第 7師団創隊
58周年・東千歳駐屯地創
立59周年記念行事

戦車パレード、訓練展示、装
備品展示、戦車試乗、ふれあ
い広場、模擬売店及び地域物
産店など

－
問  第 7 師団司令部総務課広報渉
外班（☎ 0 1 2 3 ㉓ 5 1 3 1 ）

※ ＪＲ千歳駅より無料シャト
ルバス運行。

申し込み　
必要事項を記入の上、はがきか封書で 6月
7日㈮まで（必着）に室蘭市港湾部総務課
振興係（〒051 ‒ 0022 室蘭市海岸町１丁目
20番地30）

※１通で 5人まで応募可。
※応募は各１回限り。
※乳幼児も１人とします。
※記入漏れ・不備は無効。
※応募数が定員を超えた場合は抽選。
※当選者のみ郵送で通知。
※当選権利の譲渡は不可。

必要事項
見学を希望する船名と参加者
全員（ 5人まで）の
•氏名（ふりがな）
•性別　　•住所
•電話番号　　•生年月日
•身分証明書の種類と番号

場所　室蘭港中央ふ頭旅客船バース
持ち物　身分証明書（サン・プリンセスはパスポートも
しくは運転免許証のみ有効）

対象　西胆振 3市 3町（室蘭市、登別市、伊達市、豊浦
町、壮瞥町、洞爺湖町）在住の健脚な方
※船内で階段を利用するため。

船内見学会参加者募集 ※船側の都合により寄港中止になることがあります。 問い合わせ
室蘭市港湾部
（☎㉒３１９１）にっぽん丸

日時　 6月25日㈫　15時～16時
定員　50人（小学生以上）

サン・プリンセス
日時　 7月12日㈮　10時～11時30分30分
定員　100人（年齢は問いません）
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平
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年
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入
学
式

　

4
月
6
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第
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回
入
学
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が
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わ

れ
、
新
入
生
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そ
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学
科
で
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学
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タ
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ま
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。
学
生
は
た
く
さ
ん

の
保
護
者
と
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長
の
話
に
耳
を
傾
け
て
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ま

し
た
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入
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さ
ん
が

誓
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葉
を
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べ
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式
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し
た
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ま
た
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・

12
日
に
は
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
新
入
生
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

合
宿
が
第
一
滝
本
館

で
行
わ
れ
、
新
し
い

学
科
の
同
級
生
と
と
も
に
学
校
生
活
に

つ
い
て
の
説
明
を
聴
い
た
り
、
温
泉
に

つ
か
っ
た
り
と
、
楽
し
く
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

共
有
し
た
時
間
を
通
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
2
年
間
あ
る
い
は
3
年
間
も
明
る

く
元
気
に
学
生
生
活
を
送
り
ま
す
。

5
月
の
体
験
入
学

• 

18
日
㈯
・
25
日
㈯　

11
時
30
分
〜
15

時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

6
6
6

－

9
6
5
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

登別子ども軟庭倶楽部
　ソフトテニスで健康な体をつくりませんか。
●活動日　月・木・金曜日　18時～20時
　　　　　土・日曜日・祝日　 9時～12時
●場所　岡志別の森運動公園テニスコートほか
●対象　幼稚園児～小学 2年生
●会費　月額2,000円
●問い合わせ　寺田さん（☎85 2 2 9 5 ）

日時： 5月11日㈯　18時～20時30分
場所：鬼なびステーション登別
参加料：男性4,000円　女性3,000円

内容： 登別地区の美味しい食と人との出逢い
問い合わせ：同実行委員会（☎83 4 4 4 1
 E-mail：onikonnoboribetsu@yahoo.co.jp）

のぼりべつカルチャーナイト2013のぼりべつカルチャーナイト2013
　公共・文化施設や民間施設を夜間開放していただき、
市民が地域の文化を楽しむ行事です。参加施設・団体、 
ボランティアを募集します。
●開催日時　 9月20日㈮　17時30分～21時
●公式ホームページ　http://iburic.web.fc2.com/
● 問い合わせ　同実行委員会　藤井さん
 （☎090‒7511‒0234）

会 員 募 集

地獄の谷の地獄の谷の鬼花火鬼花火 鬼火鬼火の路の路
● 地獄谷に棲む『湯

ゆ

鬼
き

神
じん

』たちが、噴火のごとく迫力
たっぷりの鬼花火を夜空に放ちます。
日時　 6月１日㈯《オープニング開催》～
　　　 8月 9日㈮　毎週木・金曜日　20時30分～
場所場所　地獄谷展望台周辺　地獄谷展望台周辺

● 揺らめく灯りに照らされた『鬼火の路』が
荒々しい地獄谷へと誘います。
日時日時　 5月１日㈬～11月30日㈯　日没～　 5月１日㈬～11月30日㈯　日没～
場所場所　地獄谷入口、地獄谷展望台、遊歩道　地獄谷入口、地獄谷展望台、遊歩道

問い合わせ　登別観光協会
 （☎84３３１１）

※ 気象条件などにより内
容を変更または中止す
ることがあります。

広報のぼりべつ2013年5月号23
わくわくおでかけ
ナビゲーション　



不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00
※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

今月の新着図書
市立図書館
☎854324

＝こどものほん＝

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

発見

「
地
ビ
ー
ル
と
は
『
個
性
』

で
す
ね
。
飲
ん
だ
人
が
笑
顔
に

な
る
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
語
る
の
は
、

の
ぼ
り
べ
つ
地
ビ
ー
ル
館
の
工

場
長
、
柴し

ば

田た

泰や
す

彦ひ
こ

さ
ん
。
同
館

は
、
製
菓
事
業
や
外
食
事
業
、

観
光
事
業
を
展
開
す
る
㈱
わ
か

さ
い
も
本
舗
の
物
販
事
業
と
し

て
平
成
10
年
に
わ
か
さ
い
も
本

舗
登
別
東
店
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、

10
種
類
以
上
の
地
ビ
ー
ル
の
製

造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
産
の
ア
ロ
マ
ホ
ッ

プ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、

か
ん
き
つ
系
の
香
り
と
苦
味
が

特
徴
の
金
鬼
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
は

『
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
フ
ト
・
ビ
ア
・

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
2
』
で

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲

得
。
111
銘
柄
の
地
ビ
ー
ル
の
頂

点
に
輝
き
ま
し
た
。

柴
田
さ
ん
は
「
お
客
様
に
支

え
ら
れ
育
成
さ
れ
た
金
鬼
ペ
ー

ル
エ
ー
ル
は
、
み
ん
な
で
作
り

上
げ
た
ビ
ー
ル
で
す
。
ベ
ー
ス

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
使
用
す

る
ア
ロ
マ
ホ
ッ
プ
の
種
類
や
配

分
を
毎
回
変
え
て
い
ま
す
」
と

こ
だ
わ
り
の
製
法
を
語
り
ま
す
。

遠
方
か
ら
来
る
お
客
さ
ん
に

は
、
観
光
名
所
や
温
泉
な
ど
登

別
の
魅
力
を
積
極
的
に
案
内
し

て
い
る
柴
田
さ
ん
。
「
今
後
は
、

ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
地
ビ
ー
ル

文
化
で
す
が
大
切
に
育
て
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

T
チ ー ム

eam・H
エイチケイ

K

チェロの木

あさの　あつこ 著

いせ　ひでこ 作

　引っ込み思案で平凡な主婦・美
菜子は、ハウスキーピング会社で
働きはじめ、隠れた才能が開花し
た。“家事力”が事件解決の鍵!?
　フツーだけどフツーじゃない、
わくわくするお仕事小説。

　父の手で木から楽器に姿をかえ
て奏でられる音色から、少年は森
の中できいた美しい自然の詩を感
じた－。森の木を育てていた祖父、
楽器職人の父、そして音楽にめざ
める少年。大きな季節のめぐりの
中で、連なっていくいのちの詩。

◇さらさらさん 大
おお

野
の

　更
さら

紗
さ

 著
◇鈴木敏夫のジブリ汗まみれ（1） 鈴

すず

木
き

　敏
とし

夫
お

 著
◇来世は女優 林

はやし

　真
ま

理
り

子
こ

 著
◇サクラ秘密基地 朱

しゅ

川
かわ

　湊
みな

人
と

 著
◇また次の春へ　 重

しげ

松
まつ

　　清
きよし

 著

◇つなひき ジョン・バーニンガム 作
◇グレートジャーニー探検記 関

せき

野
の

　吉
よし

晴
はる

 作
◇悪ガキ7

セブン

 いたずらtwinsと仲間たち 宗
そう

田
だ

　　理
おさむ

 作

ゆずります（売ります）
●ひな人形（ 7段）●座卓（48×80×35㎝黒色天板ガラス付き）●座卓
（45×80×45㎝黄色天板ガラス付き）●幼児用自転車（18㌅・補助輪なし）
●登別青嶺高校制服（男子Ｍサイズ冬用）●ベビーバス（プラスチック製）
●クーラーボックス●三輪車（１歳用・押し棒付き）●ギター●リリアン
●室蘭工業高校制服（175㎝）●子ども用滑り台（プラスチック製・室内
用）●プリンター（ 4色）●木製座卓（123×78㎝）●プリンター（純正
インク付き）●グランドピアノ●五月人形（ガラスケース入り）●冷凍庫
（ストッカー・88×78×60㎝）●ひな人形（１段飾り・屏風台付き）●ワ
ープロ●ＦＦ式石油ストーブ●マージャンパイ●漬物用木の樽（ 2斗用 2
個）●色紙の額（ 2枚）●賞状の額（Ｂ 4サイズ 6個、Ａ 4サイズ 1個）
●レジャーテント●パラソル（布製・緑色）●藤の椅子（ 2脚）●バスケ
ットゴール（屋外用脚付）●夏タイヤ（ホイール付、155/65R13）

ゆずってください（買います）
●三輪車●婦人用折りたたみ自転車●介護用ベッド（シングル）●ピアノ
●椅子用マージャン卓（マット・牌）●エアポット ●レンジトップ・オ
ーブン●臼ときね ●マージャンパイ●歩行器（大人用）●スクリーン
●ホワイトボード（キャスター付）●ルームランナー

【沿革】
昭和38年　株式会社わかさいも本舗設立
昭和62年　わかさいも本舗登別東店オープン
平成10年　のぼりべつ地ビール館オープン

【わかさいも本舗登別東店】
所 在 地　中登別町96－ 6
電話番号　83３１１０
事業内容　菓子販売・地ビール製造販売

工場長の柴田泰彦さん

企業編①　のぼりべつ地ビール館

広報のぼりべつ2013年5月号 24
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 、思85 7 6 7 4

［すずらん団地町内会］
自分の生活は自分で守る
町内会マイプラン出前講座

［若草町内会］
心も体も春の訪れ
ひな祭りとボーリング大会

［連合町内会生活安全部会］
新入学児童を交通事故から守る
見守りと朝の声かけ運動

［連合町内会環境衛生部会］
愛情を花に込めて
花の苗作りに挑戦

　

季
節
の
行
事
を
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ

う
と
、
若
草
町
内
会
の
女
性
85
人
が
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
た
優

和
園
に
集
ま
り
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冬
期
間
の
運
動
不
足
の
解
消
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
。
ま
だ
、
寒
さ
が
身
に
染
み
る
中
、
ひ
と
足
先
に
春
の

訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

連
合
町
内
会
環
境
衛
生
部
会
は
、
『
市
内
花
い
っ
ぱ
い
推
進

運
動
』
の
一
環
と
し
て
種
か
ら
苗
を
育
て
る
種
植
え
講
習
会
を

開
催
。
各
町
内
会
か
ら
参
加
し
た
48
人
は
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ

ー
の
戸と

田だ

憲け
ん

吉き
ち

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
サ

ル
ビ
ア
の
種
を
一
粒
ず
つ
丁
寧
に
容
器
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
苗
に
な
る
6
月
中
旬
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

各
町
内
会
は
、
校
区
ご
と
に
入
学
式
の
翌
日
か
ら
１
週
間
、

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
通
学
時
間

に
併
せ
て
交
差
点
や
横
断
歩
道
に
手
持
ち
の
安
全
旗
を
掲
げ

『
見
守
り
と
朝
の
声
か
け
運
動
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
新
１
年
生
は
楽
し
そ
う
に

元
気
な
声
で
「
お
は
よ
う
」
と
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

若草町内会
会長　伊藤　秀男

連合町内会生活安全部会
部会長　江口　武利

連合町内会環境衛生部会
部会長　中川　信市

　

す
ず
ら
ん
団
地
町
内
会
は
、
出
前
講
座
助
成
制
度
を
活
用
し

て
生
活
課
題
に
関
す
る
講
座
を
開
催
。
『
火
事
を
出
さ
な
い
心

構
え
』
や
『
振
り
込
め
詐
欺
、
空
き
巣
な
ど
の
実
態
と
予
防
』

な
ど
生
活
に
密
着
し
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
市
消
防
職
員
や
室

蘭
警
察
署
職
員
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
は
昼
食
を
囲
み
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

すずらん団地町内会
会長　川原　軍治

広報のぼりべつ2013年5月号25 地 域 だ よ り



開
か

れた
議会を目指し
て

69号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2013.5.1

登別市議会 で 検索

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
が
、
2
月
20
日
か
ら
3
月
19
日

ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
12
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
執
行
方
針

と
教
育
行
政
執
行
方
針
、
そ
れ
に
伴
う
予
算
編
成
と
高
齢
者

福
祉
、
防
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
な

ど
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

①
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

② 
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
、
学
校
給
食
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、
介
護
保
険
、
カ
ル
ル
ス
温

泉
ス
キ
ー
場
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
予

算
③
平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

④
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
・
第
8
号
）

⑤
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正

⑥
職
員
の
退
職
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

⑦ 

ぬ
く
も
り
あ
る
福
祉
基
本
条
例
の
制
定

⑧
副
市
長
の
選
任

な
ど
を
審
議
し
、
各
議

案
に
つ
い
て
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
脳
脊
髄
液
減

少
症
の
診
断
・
治
療
及

び
ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療

法
の
保
険
適
用
の
推
進

を
求
め
る
」
な
ど
4
件

の
意
見
書
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
2
月
21
日
・
28
日
・
3
月
15
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は

• 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
区
対
策
事
業
に
つ
い
て

•
小
学
校
燃
料
費
・
光
熱
費
の
増
額
に
つ
い
て

•
小
学
校
耐
震
化
・
改
修
事
業
費
に
つ
い
て

•
公
共
下
水
道
事
業
費
の
減
額
に
つ
い
て

な
ど
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
3
月
15
日
に
審
査
を
行
っ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業
費
お
よ
び
災
害
対
策
経
費
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
、
さ
ら
に
災
害
対
策
経
費
に
お
い
て
は
、

『
質
疑
内
容
を
踏
ま
え
て
「
登
別
市
都
市
公
園
登
別
ビ
ー
チ
パ
ー
ク

事
業
区
域
の
管
理
運
営
規
定
」
を
精
査
し
、
早
急
に
見
直
し
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
所
管
委
員
会
へ
す
み
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
。
』

と
の
付
帯
決
議
を
付
し
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
3
月
12

日
か
ら
15
日
ま
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
は

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

• 

特
定
健
診
・
保
健
指
導
経
費
・
特
定
健
康
診
査
実
施
計
画
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

• 

給
食
事
業
収
入
全
般
に
つ
い
て

一
般
会
計

•
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
災
害
時
用
発
電
機
購
入
費
補
助
金
に
つ
い
て

•
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
経
費
に
つ
い
て

•
キ
ウ
シ
ト
湿
原
緑
地
保
全
事
業
費
に
つ
い
て

•
市
民
が
記
憶
す
る
歴
史
収
集
事
業
費
に
つ
い
て

•
新
図
書
館
建
設
基
金
積
立
金
に
つ
い
て

な
ど
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
賛
成
多
数
ま
た
は
全
会
一

致
に
よ
り
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
1
回
定
例
会

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
25
年
度
予
算
審
査
）

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
24
年
度
補
正
予
算
審
査
）

平成25年度市政執行・教育行政執行方針と新年度予算などを集中審議！

震災、大停電に学び　　　　
　　　　防災対策を審査！　

新年度予算について　　　　
　　　　 4日間集中審査！　

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます
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質　

昨
年
12
月
に
東
京
の
小
学
校
で
乳
製
品

に
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
が
、
学
校
給
食

喫
食
後
に
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
た
。

今
回
の
事
故
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
と
い
う

現
場
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
当
市
の
学

校
給
食
で
の
安
全
管
理
、
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
の
取
り
組
み
は
。

答　

ア
レ
ル
ギ
ー
食
品
と
し
て
25
品
目
の
ア

レ
ル
ギ
ー
一
覧
表
を
学
校
と
家
庭
に
配
布
し
、

こ
の
一
覧
表
を
基
に
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
対
応

を
し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
、
人
口
減
少
、
市
民
税
の
減
少

な
ど
の
社
会
変
化
を
見
据
え
た
今
後
の
行
政

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
で
は
、
公
務

員
以
外
で
も
処
理
で
き
る
事
務
業
務
を
見
直

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
民
間
団
体
へ
委

託
す
る
考
え
や
、
町
内
会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
弱
体
化
す
る
中
で
、
子
ど
も
と
高
齢

者
の
連
携
に
対
す
る
考
え
な
ど
に
つ
い
て
提

言
を
交
え
て
質
問
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
質
疑
で
は
、
具
体
的
な
登
別
ら
し

い
子
ど
も
の
姿
や
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
共

有
す
る
目
標
の
提
示
、
保
育
所
の
民
営
化
と

保
育
士
の
研
修
な
ど
を
た
だ
し
た
。

質　

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
対
策
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

各
学
校
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
危
険
個
所

は
21
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
対
策
が
必
要
な

個
所
は
18
で
、
対
策
の
内
容
と
し
て
交
通
安

全
指
導
が
必
要
な
個
所
は
17
、
土
木
工
事
等

の
実
施
が
必
要
な
個
所
は
4
、
交
通
標
識
等

の
設
置
が
必
要
な
個
所
は
3
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
交
通
安
全
指
導

等
の
充
実
、
交
通
標
識
の
整
備
に
向
け
要
望
。

土
木
工
事
の
１
カ
所
に
つ
い
て
は
実
施
済
、

残
り
3
カ
所
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
度
予
定

の
工
事
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

安
心
・
安
全
な

 

学
校
給
食
に
つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子

社
会
変
化
を
見
据
え
た

 

今
後
の
行
政
の
役
割
は

松　

山　

哲　

男

通
学
路
の

 

安
全
確
保
に
つ
い
て

村　

井　

寿　

行

一 般 質 問一 般 質 問

　

今
期
定
例
会
で
、
生
活
・
福
祉
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た

議
案
7
件
に
つ
い
て
、
2
月
21
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の

委
員
会
を
開
催
し
、
3
月
11
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

①
ぬ
く
も
り
あ
る
福
祉
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

② 

登
別
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

③ 

廃
棄
物
の
再
利
用
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

な
ど
が
あ
り
、
定
期
巡
回
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ら
び
に
、
従
事
者
の
勤
務
体
系

に
お
け
る
当
市
の
見
解
に
つ
い
て
な
ど
の
質
疑
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
質
疑
終
了
後
、
全
議
案
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
、
総
務
・
教
育
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た

議
案
4
件
に
つ
い
て
、
2
月
21
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の

委
員
会
を
開
催
し
、
3
月
8
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

①
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

② 

職
員
の
退
職
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

③
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

④
青
少
年
会
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
行
い
、
①
、
③
、
④
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
、
②
に
つ
い
て
は
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

に
よ
り
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
・
教
育
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

生
活
・
福
祉
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

ぬくもりある福祉基本条例の制定
ほか６議案について審査！　　　

職員の退職手当の　　　　
　　　改正について審査！

平成25年第１回定例会の平成25年第１回定例会の
主な議案の賛否状況主な議案の賛否状況
（挙手採決議案のみ掲載）（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成25年度登別市一般会計
予算について　　　　　　

石山、上村
木村（俊）
木村（純）
工藤、佐藤
杉尾、鈴木
天神林、成田
二瓶、沼田
松山、村井
山口、山田
米田 　　

佐々木
渡辺

可決

平成25年度登別市国民健康
保険特別会計予算について 可決

平成25年度登別市後期高齢
者医療特別会計予算につい
て　　　　　　　　　　　

可決
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学
校
内
の
体
育
指
導
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な

ど
に
お
い
て
、
体
罰
問
題
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
体
罰
と
し
て
た
た
い
た

り
、
肉
体
的
苦
痛
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
題
が
起
き
た
場
合
の
隠
ぺ
い
対
策
や
、
該

当
教
師
の
処
分
を
含
む
、
市
と
し
て
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
法
に
よ
り
、
教
員
の
体
罰
は
明

確
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
実
態
と
し
て
そ
の

よ
う
な
事
実
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
道

教
委
の
対
応
に
よ
り
、
厳
重
な
罰
則
規
定
に

の
っ
と
り
処
分
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

質　

市
税
の
収
納
率
向
上
に
お
け
る
悪
質
な

滞
納
者
へ
の
処
分
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

答　

催
告
や
折
衝
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
入
を

滞
納
し
て
い
る
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

法
令
に
基
づ
き
、
預
金
や
給
与
な
ど
換
価
性

の
高
い
順
か
ら
差
し
押
さ
え
を
行
い
、
財
産

の
確
認
が
で
き
な
い
者
に
対
し
て
は
動
産
を

中
心
に
差
し
押
さ
え
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
積

極
的
に
財
産
の
差
し
押
さ
え
や
公
売
な
ど
の

換
価
処
分
を
行
い
、
滞
納
処
分
の
強
化
を
図

っ
て
い
く
。

　

総
合
体
育
館
の
周
辺
整
備
に
お
い
て
、
道

道
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
利
便
性
に
配
慮
し

た
工
事
を
行
っ
た
中
で
、
安
全
面
に
つ
い
て

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
安
全
対
策
を
実
施
し
た

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
鷲
別
青
少
年
会
館
閉
鎖
に
伴
う
今
後

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
同
地
区
に
青
少
年

会
館
の
必
要
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
鷲

別
小
学
校
の
改
築
に
併
せ
、
体
育
施
設
と
し

て
の
機
能
を
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
中
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　

川
上
公
園
野
球
場
の
継
続
的
な
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

計
画
的
な
整
備
を
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

質　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
政
策
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
分
野
が
取
り
組
み
可
能
な
の
か
、

ま
た
重
点
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

当
市
と
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
場
合
、

太
陽
光
発
電
、
地
熱
、
河
川
で
の
小
水
力
が

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
3
点
は
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
の
対
象
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
す

で
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
企
業
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
も
こ
の
3
つ
を
重
点
に
国
や
道
の
施

策
を
注
視
し
、
事
業
化
の
可
能
性
を
見
極
め

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

市
政
執
行
方
針
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
や
考

え
方
、
方
向
性
、
具
体
策
に
つ
い
て
た
だ
し
、

市
長
お
よ
び
執
行
部
の
連
携
に
つ
い
て
確
認

し
た
。

　

市
長
の
思
い
や
意
識
が
職
員
や
関
係
者
に

し
っ
か
り
届
い
て
い
る
の
か
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
は
な
く
ト
ッ
プ
の
思
い
や
意
思
を
感
じ

取
り
な
が
ら
、
や
る
べ
き
こ
と
を
自
ら
模
索

し
打
ち
出
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
た
。
今
後
さ
ら
に
タ
テ
、
ヨ
コ

の
連
携
を
深
め
、
風
通
し
の
良
い
、
連
帯
感

の
あ
る
職
場
環
境
を
築
い
て
、
市
政
執
行
へ

の
取
り
組
み
、
行
政
運
営
を
行
う
べ
き
と
提

言
し
た
。

質　

国
の
「
家
族
の
時
間
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
協
賛
し
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
家
族

団
ら
ん
の
時
間
を
創
出
す
る
環
境
づ
く
り
へ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
家
族
の
ふ
れ
あ

い
や
き
ず
な
づ
く
り
を
創
出
す
る
た
め
、
学

校
に
お
い
て
3
日
以
上
の
連
続
し
た
休
業
日

を
柔
軟
に
設
定
し
、
保
護
者
と
子
ど
も
の
休

み
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
事
業
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
9
月
か
ら
平
成
26
年
2
月
の
間

に
お
い
て
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
行
う

行
事
な
ど
の
代
替
休
業
日
を
活
用
し
て
設
定

す
る
。

　

資
源
確
保
・
廃
棄
物
減
量
化
の
た
め
、
小

型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
循
環
型
社
会
を
形

成
す
べ
き
と
提
案
し
、
当
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
た
だ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
小
型
家

電
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
小
型
家
電
の
リ
サ

イ
ク
ル
、
お
よ
び
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
・
市
民
会
館
・
鷲
別
支
所
・
登

別
支
所
・
登
別
温
泉
支
所
で
ボ
ッ
ク
ス
で
の

回
収
を
行
い
、
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
を
行
う
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

今
後
「
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
」
で
も
回
収

を
行
い
、
周
知
を
図
る
べ
き
と
提
案
し
た
。

学
校
教
育
現
場
に
お
け
る

 

体
罰
問
題
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

悪
質
滞
納
者
へ
の

 

処
分
は

上　

村　

幸　

雄

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の

 

推
進
に
つ
い
て

鈴　

木　

広　

之

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

 

つ
い
て

米　

田　

登
美
子

市
政
執
行
方
針
へ
の

 

取
り
組
み
に
つ
い
て

成　

田　

昭　

浩

「
家
族
の
時
間
づ
く
り

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て

天
神
林　

美　

彦

使
用
済
小
型
家
電

 

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

木　

村　

俊　

子
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質　

墓
地
管
理
経
費
に
お
け
る
市
民
要
望
へ
の

対
応
の
中
で
、
亀
田
霊
園
の
給
水
施
設
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
。

答　

現
状
で
は
、
沢
水
を
利
用
し
た
水
く
み
場

で
水
量
や
衛
生
面
で
の
課
題
が
あ
る
。
改
善
策

で
あ
る
上
水
道
の
設
置
に
つ
い
て
は
経
費
的
に

困
難
な
の
で
、
清
掃
回
数
、
職
員
に
よ
る
点
検

を
強
化
し
、
墓
参
者
の
利
便
性
を
図
り
た
い
。

成　

田　

昭　

浩

成　

田　

昭　

浩

質　

ス
キ
ー
場
事
業
計
画
に
お
い
て
、
夏
場
の

計
画
を
立
て
、
利
活
用
を
考
え
て
み
て
は
。

答　

国
立
公
園
内
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
環

境
省
に
事
業
計
画
の
変
更
申
請
や
許
可
を
得
る

必
要
が
あ
り
、
敷
地
所
有
者
の
許
可
も
必
要
と

な
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
は
し
て
き
た
が
、
適
当

な
事
業
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

鈴　

木　

広　

之

鈴　

木　

広　

之

質　

昨
年
末
の
大
規
模
停
電
で
は
、
市
庁
舎
内

の
電
話
が
通
じ
ず
、
情
報
不
足
が
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
庁
舎
非
常
用
発
電
設

備
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

答　

ガ
ソ
リ
ン
発
電
機
を
2
台
配
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
総
務
グ
ル
ー
プ
と
災
害
対
策
本
部
に

電
気
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
話
と
Ｆ
Ａ

Ｘ
が
使
用
可
能
と
な
る
。

木　

村　

俊　

子

木　

村　

俊　

子

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
10
月
よ
り
小
学
校
卒
業
ま
で
入
院
費
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
政
策
の
柱
と
し
て

『
通
院
費
助
成
』
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
若
い
夫
婦
を
支
援
す

る
こ
と
は
人
口
増
加
、
市
税
納
税
者
増
加
に
な

り
、
市
内
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と
た

だ
し
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

質　

子
育
て
支
援
事
業
の
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
は
、
地
域
別
就
学
前
児
童
数
や
必
要
と
し
て

い
る
支
援
内
容
の
把
握
が
必
要
で
は
。

答　

就
学
前
児
童
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
関
連
3
法
の
施
行
に

伴
い
、
平
成
25
年
度
に
行
う
ニ
ー
ズ
調
査
で
親

子
が
求
め
て
い
る
需
要
を
把
握
す
る
。

天
神
林　

美　

彦

天
神
林　

美　

彦

　

「
登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
は
、
今

年
7
月
に
所
有
者
で
あ
る
道
南
バ
ス
と
再
契
約

を
行
う
。
高
額
な
月
額
使
用
料
を
払
う
の
で
あ

れ
ば
、
再
契
約
の
年
数
は
3
年
程
度
に
し
、
観

光
協
会
事
務
所
を
含
め
て
、
今
後
の
温
泉
支
所

機
能
や
新
築
移
転
な
ど
も
含
め
、
公
共
施
設
の

在
り
方
を
再
構
築
す
べ
き
と
提
案
し
た
。

山　

口　

賢　

治

山　

口　

賢　

治

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
二
次
予
防
事
業

対
象
者
把
握
の
対
象
年
齢
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
歳
入
で
は
、
市
民
税
や
た
ば
こ
税
な

ど
の
市
税
予
算
額
の
算
定
根
拠
と
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
減
収
へ
の
増
収
策
の
取
り
組
み
な

ど
を
、
歳
出
で
は
、
各
地
域
ご
と
の
避
難
ル
ー

ト
を
明
示
し
た
マ
ッ
プ
の
配
付
な
ど
を
た
だ
し

た
。

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

　

特
別
会
計
の
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
予
算

と
一
般
会
計
の
総
務
費
・
衛
生
費
・
農
林
水
産

業
費
・
商
工
費
・
消
防
費
・
教
育
費
に
つ
い
て

幅
広
く
質
問
し
た
。
中
で
も
新
図
書
館
建
設
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
企
業
か
ら
多
く
の
寄
付
金

や
基
金
も
あ
り
、
今
後
の
新
図
書
館
建
設
に
対

し
て
市
と
し
て
の
考
え
方
を
た
だ
し
た
。

工　

藤　

倶
二
雄

工　

藤　

倶
二
雄

質　

総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
市
民
や
市
内

で
就
学
・
就
労
し
て
い
る
方
が
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
（
自
主
参
加
型
の
一
斉
防
災
訓
練
）
」

の
導
入
を
求
め
た
。

答　

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
に
つ
い
て
は
、

有
効
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
の
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

村　

井　

寿　

行

村　

井　

寿　

行

質　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費
に
つ
い
て
、

5
年
生
か
ら
6
年
生
へ
の
利
用
拡
大
を
実
施
す

る
児
童
ク
ラ
ブ
は
。

答　

常
盤
・
幌
別
西
・
登
別
児
童
ク
ラ
ブ
で
あ

る
。

質　

富
岸
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
利
用
拡
大
は
。

答　

施
設
の
状
況
や
入
所
見
込
み
か
ら
、
平
成

25
年
度
は
拡
大
措
置
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

佐
々
木　

久
美
子

佐
々
木　

久
美
子

　

一
般
会
計
の
町
内
会
運
営
助
成
金
、
交
通
安

全
推
進
経
費
、
公
害
対
策
経
費
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
事
業
費
、
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
推
進
経
費
な
ど
9
項
目
を
質
問
し
た
。

　

本
庁
舎
非
常
用
発
電
整
備
事
業
費
で
は
、
自

家
発
電
設
備
の
必
要
性
や
西
い
ぶ
り
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
間
の
非
常
電
源
体
制
な
ど
を
た
だ
し
た
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、
総
務
費
を
中

心
に
11
項
目
の
質
問
を
行
っ
た
。
市
民
活
動
促

進
の
観
点
か
ら
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

経
費
や
川
上
公
園
維
持
管
理
費
、
防
災
の
観
点

か
ら
防
災
マ
ッ
プ
や
防
災
対
策
強
化
費
、
ま
た

国
道
36
号
線
沿
い
黒
松
植
樹
後
の
継
続
的
整
備

実
施
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

杉　

尾　

直　

樹

杉　

尾　

直　

樹

　

津
波
浸
水
予
測
に
沿
っ
た
、
地
域
避
難
計

画
の
進
ち
ょ
く
状
況
や
、
災
害
時
に
お
け
る

市
民
へ
の
正
確
で
迅
速
な
情
報
伝
達
の
機
能

整
備
計
画
と
広
報
車
に
よ
る
周
知
を
問
い
、

昨
年
11
月
の
暴
風
雪
に
よ
る
停
電
時
の
消
え

た
信
号
機
と
倒
木
被
害
に
つ
い
て
、
災
害
の

状
況
把
握
と
今
後
の
防
止
対
策
を
た
だ
し
た
。

　

津
波
避
難
ビ
ル
の
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
を

提
案
し
、
さ
ら
に
高
齢
者
二
次
予
防
事
業
と

避
難
対
策
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
に

は
、
調
査
結
果
を
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

連
携
し
て
行
う
高
齢
者
等
訪
問
見
守
り
事
業

で
活
用
し
、
防
災
担
当
に
引
き
継
ぐ
と
答
弁

が
あ
っ
た
。

　

昨
年
11
月
倒
壊
し
た
鉄
塔
が
、
築
44
年
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
点
検
を
目
視
で
済

ま
せ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
の
は
市
民

と
し
て
当
然
で
あ
る
。
北
電
は
『
鉄
塔
倒
壊

の
原
因
分
析
』
で
「
倒
壊
し
た
鉄
塔
に
繋
が

る
左
右
の
鉄
塔
の
着
雪
量
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

が
生
じ
、
捻
じ
れ
防
止
ダ
ン
パ
を
着
装
し
て

い
る
方
は
着
雪
が
50
％
低
減
し
た
た
め
に
過

大
な
張
力
差
が
発
生
し
た
と
述
べ
た
」
と
公

表
し
て
い
る
が
、
本
当
に
自
然
災
害
で
の
事

故
で
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
。

　

こ
の
発
表
を
う
の
み
に
す
る
こ
と
な
く
、

市
民
の
立
場
で
言
う
べ
き
と
た
だ
し
た
。

防
災
・
減
災
の

 

推
進
に
つ
い
て

佐　

藤　

弘　

子

大
規
模
停
電
の
原
因
追
究
を

 

市
民
目
線
で

渡　

辺　
　
　

勉

平成25年度予算審査平成25年度予算審査
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毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
白
老
町
議

会
と
登
別
市
議
会
と
の
議
員
研
修
会

が
、
１
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
「
私
た
ち
は
、
災
害
に
ど
う
対

応
し
た
か
〜
そ
の
時
、
あ
な
た
は
？

〜
」
を
研
修
テ
ー
マ
に
、
白
老
町
と

登
別
市
の
防
災
担
当
職
員
か
ら
、
近

年
に
集
中
し
た
災
害
事
例
と
、
災
害

時
の
情
報
提
供
や
避
難
場
所
の
考
え

方
、
ま
た
反
省
点
な
ど
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
踏
ま
え
た
グ
ル
ー
プ

討
議
・
発
表
で
は
、
昨
年
11
月
の
暴

風
雪
に
よ
る
災
害
時
の
状
況
に
つ
い

て
話
が
あ
り
、
白
老
町
議
会
で
は
、

胆
振
管
内
の
町
議
会
の
会
議
が
あ
り
、

洞
爺
湖
で
宿
泊
し
て
い
た
た
め
、
停

電
の
朝
に
は
倒
木
や
信
号
機
も
停
電

の
影
響
で
作
動
し
て
お
ら
ず
、
地
元

ま
で
帰
る
の
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
や
、

虎
杖
浜
地
区
で
の
停
電
の
対
応
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
登
別
市
の
議

員
か
ら
は
、
行
政
か
ら
の
情
報
提
供

を
受
け
て
、
伝
達
手
段
や
安
否
確
認

の
た
め
、
一
軒
一
軒
の
家
庭
を
訪
問

し
た
こ
と
や
、
避
難
場
所
の
状
況
把

握
を
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

個
人
と
し
て
、
議
員
と
し
て
の
今

回
の
活
動
を
教
訓
に
、
防
災
・
減
災

へ
の
取
り
組
み
を
今
後
も
議
会
を
通

し
て
行
い
た
い
と
両
議
会
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
は
白
老
町

で
、
白
老
町
議
会
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

補正予算審査補正予算審査（ 2月28日）（ 2月28日）補正予算審査補正予算審査（ 3月15日）（ 3月15日）

　

「
生
活
保
護
扶
助
費
に
つ
い
て
」

①
生
活
保
護
受
給
者
の
世
帯
と
人
数
に
つ
い
て

②
保
護
費
不
正
受
給
へ
の
対
応
に
つ
い
て

③ 
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
数
と
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
一
人
当
た
り
の
担
当
世
帯
数
に
つ
い
て

④ 

自
立
選
定
世
帯
の
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

木　

村　

純　

一

木　

村　

純　

一

質　

高
齢
者
等
緊
急
通
報
機
器
の
携
帯
型
の
導
入
に
伴

う
そ
の
機
能
と
、
利
用
者
負
担
お
よ
び
停
電
時
を
含
め

た
見
守
り
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

答　

外
出
時
に
機
器
を
携
帯
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
の
利
便
性
と
定
期
的
な
安
否
確
認
や
火
災
な
ど

に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
人
命
の
安
全
確
認
の
充

実
を
図
る
。

佐　

藤　

弘　

子

佐　

藤　

弘　

子

質　

子
ど
も
手
当
の
不
正
受
給
防
止
の
観
点
か

ら
、
当
市
に
お
け
る
支
給
実
績
お
よ
び
所
在
確

認
方
法
に
つ
い
て
。

答　

平
成
24
年
度
決
算
見
込
み
で
は
、
支
給
延

べ
児
童
数
は
6
万
3
千
人
で
、
支
給
総
額
は
7

億
400
万
円
で
あ
る
。
ま
た
所
在
確
認
は
住
民
基

本
台
帳
お
よ
び
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
現
況
届

で
行
っ
て
い
る
。

沼　

田　

一　

夫

沼　

田　

一　

夫

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
区
対
策
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
難
視
聴
地
区
の
把
握
方
法

や
工
事
期
間
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
ま
た
小
学

校
耐
震
化
・
改
修
事
業
費
で
は
、
体
育
館
の
耐

震
化
の
優
先
順
位
と
行
程
な
ど
を
質
問
し
、
さ

ら
に
体
育
館
は
災
害
時
の
避
難
所
に
も
な
る
こ

と
か
ら
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
も

提
言
し
た
。

工　

藤　

倶
二
雄

工　

藤　

倶
二
雄

　

昨
年
末
の
暴
風
に
よ
り
被
災
し
た
登
別
マ
リ

ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
城
の
避
雷
針
な
ど
の
復
旧
に

係
る
災
害
対
策
経
費
に
つ
い
て
、
市
の
負
担
を

四
分
の
三
と
し
た
根
拠
や
、
こ
の
施
設
を
所
有

す
る
市
が
、
公
平
性
の
面
か
ら
も
復
旧
工
事
の

入
札
と
発
注
を
行
わ
な
い
理
由
や
、
「
管
理
運

営
規
定
」
の
見
直
し
な
ど
を
た
だ
し
た
。

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

質　

児
童
虐
待
防
止
啓
発
事
業
に
つ
い
て
、
前

回
ま
で
の
事
業
と
同
じ
視
点
で
計
画
し
て
い
る

の
か
。

答　

保
護
者
に
対
し
効
果
的
な
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
、
ま
た
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
女
子
中

学
生
の
虐
待
死
亡
事
件
の
検
証
報
告
書
が
公
表

さ
れ
る
の
で
、
盛
り
込
ま
れ
る
再
発
防
止
策
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
児
童
虐
待
防
止
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

米　

田　

登
美
子

米　

田　

登
美
子

質　

暴
風
に
よ
る
マ
リ
ン
パ
ー
ク
災
害
復
旧
工

事
に
つ
い
て
、
市
の
所
有
物
で
あ
る
建
物
を
マ

リ
ン
パ
ー
ク
が
工
事
発
注
し
、
市
が
行
う
工
事

費
の
一
部
負
担
に
つ
い
て
。

答　

管
理
運
営
規
定
に
基
づ
い
て
の
取
り
扱
い

で
あ
る
が
、
今
後
の
資
料
作
成
に
つ
い
て
は
、

根
拠
事
項
や
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
明
記
し
、

記
録
に
残
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

山　

田　

新　

一

山　

田　

新　

一

　

昨
年
末
に
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
避
雷
針
が
、

強
風
の
影
響
で
損
傷
し
、
本
定
例
会
に
お
い
て

補
正
予
算
と
し
て
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
強
風
や
風
雪
に
よ
る
被
害
が
考
え
ら

れ
る
の
で
、
定
期
的
に
損
傷
調
査
を
し
て
い
た

の
か
を
問
い
、
定
期
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
今
後
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

山　

口　

賢　

治

山　

口　

賢　

治

質　

女
性
消
防
団
員
の
全
国
大
会
出
場
に
つ
い

て
。

答　

本
年
10
月
に
横
浜
市
で
実
施
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
、
旅
費
な
ど
に

つ
い
て
は
日
本
消
防
協
会
か
ら
補
助
を
受
け
る
。

ま
た
出
発
に
向
け
て
壮
行
会
な
ど
を
催
し
、
士

気
を
高
め
今
後
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

山　

田　

新　

一

山　

田　

新　

一

　

昨
年
末
の
暴
風
被
害
に
よ
る
「
登
別
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
災
害
復
旧
に
つ
い
て
」
の
追
加
補
正
が

あ
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
今
後
同
様
の
災

害
や
、
経
年
劣
化
に
よ
る
大
規
模
改
修
な
ど
も

想
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
賃
貸
契
約
内
容
や

管
理
運
営
規
定
の
見
直
し
が
必
要
と
の
指
摘
や

提
言
を
行
っ
た
。

杉　

尾　

直　

樹

杉　

尾　

直　

樹

質　

都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業
費
に
つ
い

て
、
各
公
園
で
取
り
替
え
対
象
の
遊
具
が
当
該

町
内
会
や
子
ど
も
た
ち
の
希
望
に
即
し
、
ま
た

楽
し
い
遊
具
に
更
新
さ
れ
る
の
か
。

答　

3
公
園
は
町
内
会
の
希
望
を
聞
い
て
い
る
。

今
後
も
新
し
い
遊
具
の
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
公
園
作
り
に
努
め
る
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

平成25年度予算審査平成25年度予算審査

白老町議会白老町議会
登別市議会登別市議会
議員研修会議員研修会

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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委 員 会 だ よ り委 員 会 だ よ り

　

平
成
23
年
度
か
ら
の
活
動
に
お
い
て
、
次
の

3
項
目
が
次
期
へ
の
申
し
送
り
で
す
。

①
議
員
報
酬
の
減
額
規
定
に
つ
い
て

　

長
期
欠
席
議
員
の
報
酬
等
の
減
額
支
給
に
つ

い
て
は
、
「
6
ヵ
月
30
％
減
、
12
ヵ
月
50
％
減
」

等
で
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
施
行

に
向
け
て
条
例
改
正
に
取
り
組
む
。

②
通
年
議
会
に
つ
い
て

　

緊
急
時
の
議
会
対
応
が
素
早
く
で
き
る
効
果

が
あ
り
、
導
入
に
向
け
た
執
行
機
関
と
の
調
整

な
ど
、
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
。

③
議
会
費
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
、
議
員
報
酬
等
に
対
し
て
、
調
査

報
告
書
で
示
さ
れ
た
方
向
性
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
度
中
の
結
論
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

2
年
間
の
委
員
会
で
主
な
議
題
と
し
て
①
防

災
体
制
の
構
築
②
公
共
施
設
の
耐
震
化
診
断
を

踏
ま
え
て
の
今
後
に
つ
い
て
③
消
防
の
広
域
化

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
行
財
政
改
革
や
防
災
を

柱
に
し
た
委
員
会
視
察
の
実
施
や
、
「
防
災
対

策
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
の
作
成
、
図
書
館

司
書
の
全
校
配
置
に
対
す
る
提
言
、
各
団
体
や

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
意
見
交
換
な
ど
活
発
な

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
期
委
員
会
に
お
い
て
も
継
続
し
て
取
り
組

む
べ
き
事
項
は
、
鷲
別
小
学
校
改
築
事
業
の
進

ち
ょ
く
の
確
認
や
公
共
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
、

消
防
の
広
域
化
、
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
総
務
・
教
育
委
員
会
に
か

か
わ
る
市
民
団
体
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
に

つ
い
て
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

　

皆
さ
ま
、
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ
す
か

す
」
を
見
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
「
で
ぃ
す
か
す
」
の
編
集
は
8

回
目
を
数
え
ま
し
て
、
常
任
委
員
会
と
し
て

「
情
報
公
開
」
度
を
高
め
る
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
各
常
任
委
員

会
の
報
告
資
料
に
つ
い
て
、
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
平
成
24
年
9
月
か
ら
公
開
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
所
管
事
務
調
査
と
情
報
提
供
資
料
の
公

開
方
法
の
議
論
を
重
ね
、
現
状
で
も
傍
聴
者
、

ネ
ッ
ト
視
聴
者
、
そ
の
他
市
民
に
会
議
内
容
と

資
料
は
開
示
し
て
い
る
と
の
判
断
で
し
た
が
、

所
管
事
務
調
査
案
件
内
容
の
項
目
を
各
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
決

定
し
、
5
月
実
施
に
向
け
次
期
委
員
に
申
し
送

り
い
た
し
ま
す
。

　

2
年
間
の
委
員
会
活
動
で
は
、
「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
と
「
地
域
福
祉
計
画
」

の
策
定
に
伴
い
、
条
例
や
計
画
を
す
で
に
施
行

し
て
い
る
先
進
自
治
体
へ
の
視
察
を
行
い
、
施

行
後
の
取
り
組
み
や
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話

を
伺
っ
た
。
さ
ら
に
同
条
例
策
定
委
員
会
と
の

意
見
交
換
で
は
本
条
例
お
よ
び
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
の
思
い
や
課
題
な
ど
を
伺
い
認
識
を
深

め
た
。

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
で
、
「
ぬ
く
も
り

あ
る
福
祉
基
本
条
例
」
が
提
案
さ
れ
制
定
と
な

っ
た
が
、
本
条
例
を
生
き
た
も
の
に
す
る
た
め

の
調
査
研
究
や
連
携
強
化
に
向
け
た
各
種
団
体

と
の
意
見
交
換
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
次
期

委
員
会
へ
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
用
や
、

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
施
策
に
つ

い
て
な
ど
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
い
。

　

2
年
間
の
委
員
会
活
動
は
、
地
域
経
済
活
性

化
と
、
水
道
事
業
な
ど
の
懸
案
事
項
へ
の
取
り

組
み
の
活
動
方
針
を
基
に
フ
ル
活
動
。
現
状
を

知
る
上
で
も
有
益
な
場
で
あ
っ
た
年
度
ご
と
の

経
済
団
体
と
の
意
見
交
換
は
、
活
性
化
構
想
が

必
要
か
つ
重
要
と
認
識
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一

歩
で
あ
る
平
成
25
年
第
一
回
定
例
会
で
の
中
小

企
業
振
興
基
本
条
例
の
提
案
予
定
を
、
よ
り
精

査
が
必
要
と
判
断
し
、
第
二
回
定
例
会
提
案
に

向
け
協
議
中
で
す
。

　

次
期
委
員
会
へ
は
、
地
域
経
済
活
性
化
と
、

時
間
的
に
十
分
な
調
査
・
研
究
に
至
ら
な
か
っ

た
老
朽
化
と
使
用
量
減
少
を
抱
え
る
水
道
事
業

や
、
将
来
コ
ス
ト
な
ど
の
検
討
余
地
が
あ
る
温

泉
給
湯
事
業
と
カ
ル
ル
ス
ス
キ
ー
場
な
ど
を
懸

案
事
項
と
し
て
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会運営委員会総務・教育委員会

議会だより編集委員会

生活・福祉委員会

観光・経済委員会

市議会サポーターとの意見交換
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～室蘭警察署・市からのお知らせ～
自分だけは大丈夫だと思っていませんか。

例年、山菜採りに出掛けた方が行方不明になるなどの事故が発生しています。
事故を防ぐために、次の点に注意しましょう。

山菜採りへ行くときは

●１人で行かない
●家族に行き先と帰る時間を知らせる
●目立つ服装をし、笛や雨具を携帯する
●連絡手段として携帯電話などを携行する
●歩いた場所が分かるように
　テープなどで目印を付ける
　※付けた目印は必ずはがし
　　てください。

●無理をして奥まで踏み込まない

●道に迷った場合は、体力消耗を
　考え落ち着いて行動する

熊の出没注意

●熊よけのために鈴やラジオを携行する
●熊の出没情報に注意し、
　足跡やふんを見たときは
　すぐに引き返す

家族の方へのお願い
　警察や消防への通報が遅れると捜索が難航して
救助できないことがあります。

●必ず、行き先と帰宅時間を確認する

●帰宅時間に戻らないときは、警察や消防へ通報
　する

　オープン１周年を記念して『観光物
産館まつり』を開催します。
　皆さんの多くのご来場をお待ちして
います。

▼月日　 5月18日㈯・19日㈰

▼場所　伊達市観光物産館

▼内容
① 1,000円以上お買い上げで旬の野菜
または道の駅きっぷ（非売品）をプ
レゼント（数量限定）

②堆肥 5㌔㌘の無料配布（先着100人）

▼問い合わせ　伊達市観光物産館
 （☎ 0 1 4 2 ㉕ 5 5 6 7 ）

第24回白老牛肉 伊達市観光物産館まつり

　黒毛和牛の丸焼き（一皿500円）や
海産物などの販売店も多数出展。
　家族でも楽しめるイベントを用意し
ていますので、ぜひお越しください。

▼  日時　 6月１日㈯・ 2日㈰　 9時30
分～17時（ 2日㈰は～16時）

▼  場所　白老インター前広場（白老川
河川敷）

▼  前売り券　白老牛200㌘1,400円（枚
数限定１万 2千枚販売予定）

▼  問い合わせ　とまこまい広域農業協
同組合白老支所

 （☎ 0 1 4 4 82 2 2 6 6 ）

5 月 3 日㈮～ 6日㈪
水族館子どもまつり

　各日先着100人（小学生以下）に記
念品をプレゼントします。

▼時間　 9時30分～17時

▼内容　
• 縁日屋台　射的、スマートボール、
ヨーヨー釣りなど

• 魚介類の炭火焼き販売（ 4・ 5日の
み）　※荒天のときは中止。

•バルーンアート

▼  入館料　高校生以上300円、中学生
以下と70歳以上は無料

▼問い合わせ　市立室蘭水族館
 （☎㉗ 1 6 3 8 ）


